
NO.282NO.282NO.282

20122012　 　 ＭＡＹＭＡＹ2012　 ＭＡＹ

広報広報広報
5

人　口／／ 3,585 人
　男　／／ 1,642 人
　女　／／ 1,943 人
世帯数／／ 1,７87 戸

平成24年4月30日現在

奈半利町ホームページ　http://www.town.nahari.kochi.jp/

　 新しく赴任された先生方のご紹介
　 町のニュース
　 議会だより　Vol.126
　 ヘルスメイト
　 中学校だより ほか　

奈半利町ホームページ　http://www.tow

入学おめでとうございます!!入学おめでとうございます!!入学おめでとうございます!!入学おめでとうございます!!入学おめでとうございます!!
奈半利中学校

奈半利小学校

奈半利幼稚園

加領郷小学校

話　
　

題



1・3年生担任　桑名　昌彦

　このたびの異動で、南国
市大篠小学校から加領郷小
学校に転任してきました桑名
昌彦です。１年生と３年生の担
任をさせていただいております。
　加領郷小の児童は、10人と少ないですが、みん
なとても明るくて元気いっぱいです。この子ども
たち一人ひとりが学校生活を楽しく過ごせるよう
頑張っていきたいと思いま
す。
　どうぞよろしくお願いし
ます。

臨時講師　髙崎　　悠

　こんにちは。この度、加領郷
小学校に臨時講師（学習支援
員）として勤めさせてもらうこと
になりました髙崎　悠です。
　加領郷小学校にきて、一番に感じたことは、児童同
士の仲の良さ（縦の繋がり）です。人数が少ないという
こともありますが、下級生にいろんなことを教えてあ
げる優しい上級生。また、上級生を尊敬し一緒に何で
も頑張る下級生。私が学生だった頃にはあまり経験し
なかったことなので、そんな子どもたちの姿は毎日が
とても新鮮で楽しいです。
　私自身、子どもたちや先生方から学ぶことが多いで
すが、少しでも子どもたちの学習や生活の手助けがで
きるよう、全力で頑張っていきます。
　１年間、よろしくお願いします。

３年生担任　西　　智也

　４月から奈半利小学校に
異動してきました。西　智
也です。３年生の担任をして
います。
　奈半利の子どもたちの元気に遊ぶ姿や、式や会
でなどの場面で一生懸命取り組む姿を見て、この
子たちと一緒に頑張っていくことが楽しみになりま
した。
　一人ひとりがその良さを発揮できるように、３年
生が一つになってパワーを発揮できるように日々
取り組んでいきたいと思います。
　どうぞよろしくお願いします。

４年生担任　浅尾　優加

　この春から奈半利小学校
でお世話になっています、
浅尾優加です。３月までは南
国市の長岡小学校で勤務して

いました。
　奈半利町に来るのは今回が初めてで不安もあり
ましたが、子どもたちが礼儀正しくあいさつする姿
や力強く校歌を歌う姿に、「私もやるぞ！」という気
合をもらいました。奈半利小学校の子どもたちが
毎日楽しく学校生活が送れるように、また一人ひと
りの持っている力をますます伸ばしていけるよう
に精一杯頑張りたいと思います。
　どうぞよろしくお願いします。

校　長　吉良　和夫

　はじめまして、この春の異動
で高知県教育委員会小中学校
課より、校長として赴任してま
いりました吉良和夫と申します。
教諭時代の20年ほどを安芸郡で、
その後の６年間を高知市で教頭とし
て勤務し、７年ぶりに安芸郡内で勤務することになりま
した。とても懐かしく、故郷に帰ってきたように感じま
す。
　赴任してまず感心させられたのが、挨拶です。子ども
たちは「きちんと立ち止まって、相手の顔を見て、お辞
儀をして」挨拶します。これを奈半利小学校の伝統にし
たいなあと思ったことでした。何か一つのことができる
ようになると、子どもたちの自信になり、他のこともで
きるようになるものです。
　保護者、地域の方々と手を取り合って、一層すばらし
い奈半利小学校をつくっていきたいと思います。どうぞ
ご協力、ご支援のほどよろしくお願い致します。

１年生担任　中島　奈保

　このたびの異動で、室戸市
の佐喜浜小学校から転勤してき
ました、中島奈保です。21人の１

年生から毎日パワーをもらいつつ、頑
張っています。
　早く学校や地域にも慣れたいと思っています。ど
うぞよろしくお願いします。

奈半利小学校

加領郷小学校

先生方のご紹介新しく赴任された 先生方のご紹介先生方のご紹介新しく赴任された 先生方のご紹介先生方のご紹介
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栄養職員　中島弥生子
　
　４月から奈半利小学校
で勤務させていただい
ています、栄養職員の中
島弥生子（なかじまやよ
こ）です。
　野菜やくだもの、魚など、
おいしい食材に恵まれた奈半利町で、子どもた
ちに食べることの楽しさと大切さを伝えていき
たいと思います。
　どうぞよろしくお願いします。

臨時講師　野口小百合

　４月から奈半利小学校
で臨時講師（学習支援員）
としてお世話になっておりま

す、野口小百合といいます。
　この４月までは、臨時講師として室戸市の小
学校に勤めていました。明るく元気いっぱいの
奈半利小学校の子どもたちといっしょに、学習
支援員として、一日一日、精一杯頑張っていき
たいと思います。
　どうぞよろしくお願いします。

５年生担任　山本　美佐
　
　春の異動で奈半利小学校に赴任して
きました、山本美佐です。20年ぐらい前、
講師として米ケ岡分校で１年間お世話に
なりました。その時、空に一番近い学校だ
と感じ、豊かな自然の中で地域の方々に支
えられのんびりとした学校生活を送らせてい
ただいたことを思い出します。
　その思い出の地、奈半利にまた来れたことを嬉しく思いま
す。そして、子どもたちが素直で、優しいし、一生懸命頑張る
力を感じます。そんな子どもたちとたくさんの経験をし、子ど
もたちの可能性を少しでも引き伸ばすことができるように頑
張りたいと思います。
　いろいろとご迷惑をかけることがあると思いますが、よろ
しくお願いします。

養護教諭　小松　絢子
　
　養護教諭の小松絢子です。奈半
利小学校の皆さんが、毎日楽しく、
元気いっぱい学校生活を送ることが

できるよう、保健室で心と体のことにつ
いて一緒に考えていきたいと思っています。
　よろしくお願いします。

１年生副担任　小松　和恵

　このたびの異動で奈半利中
学校に来ました小松和恵といい
ます。１年生の副担任となり、毎日
が新しい発見の連続です。これから
奈半利中学校に慣れるように一日一日精進していきた
いと思います。
　この出会いを大切にして、生徒が学校生活を有意義
に送れるように、日々頑張っていきます。どうぞよろし
くお願い致します。

臨時講師　谷﨑　元気

　４月から奈半利中学校で臨
時講師（学習支援員）としてお
世話になっている谷﨑元気です。

　 奈半利町は初めてで右も左も分か
りませんが、多くの人たちに支えられながら日々奮闘し
ています。微力だとは思いますが、少しでも生徒の力に
なれるよう頑張りますのでよろしくお願いします。

講　師　　武村　竜矢

　４月から奈半利中学校
でお世話になっておりま
す、武村竜矢といいます。
担当教科は１年生の社会
科と、全学年の技術です。
部活動は卓球部を担当してい
ます。これまでは一般企業や官公庁に勤めて
おり、講師として赴任するのは初めてになり
ます。
　まだ、赴任して１カ月余りなので、とても緊
張した毎日を送っていますが、毎朝、奈半利中
学校の生徒の顔を見ると癒やされていくのが
とても新鮮に感じています。
　自分の持てる力を精一杯発揮して、授業・
部活・学校生活に励んでいきたいと思ってい
ますので、保護者のみなさま、地域のみなさ
ま、どうぞよろしくお願いいたします。

奈半利中学校

新しく赴任された 新しく赴任された 先生方のご紹介新しく赴任された 新しく赴任された 先生方のご紹介新しく赴任された 
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　我が国の農業は、高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加などの
「人と農地の問題」が深刻になっており、5年後、10年後の展望が描け
ない地域が増えています。

（参考）高知県データ
　高齢化（平均年齢）64．0歳（全国順位41位）、中山間率70．2％（全国
順位5位）、経営耕地面積0.66ha（全国順位15位）（1戸あたり）

　特に、今後大量の農業者が急速にリタイアすることが見込まれてお
り、集落における徹底的な話し合いを通じた合意形成により、規模拡大
志向農家への農地集積や新たな担い手の育成が重要な課題です。
　このような情勢の中、農林水産省は「人・農地プラン」の作成を通じ
て、青年就農者や農地集積への協力者を支援する制度を創設しまし
た。

「人・農地プラン」は、
　　　人と農地の問題を解決するための
　　　　　　　「未来の設計図」となります。

　高知県下の34市町村で作成されることになります。
　　◎今後の中心となる経営体はどこか
　　◎中心となる経営体へどうやって農地を集めるか
　　◎今後の地域農業のあり方
　など5年後の計画を、地域における話し合いによって決めていきま
す。

「人・農地プラン」に位置づけられますと
　　　次の制度を受けることができます。

◆青年就農給付金（経営開始型）
　（原則45歳未満で独立・自営就農する方を支援）
◆農地集積協力金（経営転換協力金）
　→中心となる経営体への農地集積に協力する
　　農地所有者に協力金を交付。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
作
り
ま
し
ょ
う

な
ぜ
？

ど
ん
な
も
の
？

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
？

農業大学校や県が認めた先進農家・先進農業法人で概ね1年以上研修を受ける方で以下の要件を
全て満たす方
①就農予定時の年齢が原則45歳未満であり、農業経営者となる強い意欲を有している方　
②都道府県が認める研修機関等で概ね1年以上研修する方
③研修終了後1年以内に就農する方
④自ら農業経営または農業法人に雇用されて就農する方

お問い合わせ先
１．奈半利町地域振興課　０８８７－３８－８１８2　2．中国四国農政局高知地域センター　０８８－８７５－２１５１
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（※1）独立・自営就農とは？
◇自ら作成した経営開始計画
に即して主体的に農業経営を
行っている状態を指し、具体
的には（※2）の要件を満たす
ものです。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」を
作
成
し
た
場
合
の
助
成
措
置

●農業を始めて間もない方に給付金を支給します。

【給付額】
150万円／年（最長5年間）
●給付者の主な要件（全て満たす必要があります）
　①独立・自営就農であること（※1）
　②独立・自営就農時の年齢が、原則45歳未満であること
　③人・農地プランへ位置づけられる方（見込みも可）
　④就農後の所得（本給付金以外）が　250万円未満の方

（※2）・自ら農地の所有権もしくは利用権（外部からの貸借が主）を有している。
　　　・主要な機械・施設を自ら所有・貸借している。
　　　・本人名義で生産物や生産資材等を出荷・取引している。
　　　・本人名義の通帳があり、売上や経費の支出などの経営収支を自らの通帳・帳

簿で管理している。

親元に就農する場合も経営承継などの条件を満たせば対象になります。

●地域の中心となる経営体への農地集積に協力する農地の所有者に、協力金を
　交付します。具体的には次のような農地の出し手が対象です。

　①土地利用型農業から経営転換する農業者
　②リタイアする農業者
　③農地の相続人
　　※有休農地の保有者は、交付を受けられません。
　　※農業者戸別所得制度の加入者又は加入要件を満たす見込みのある者。

【交付額】市町村等へ配分金額
 ［貸付等を行う面積］ ［交付単価］
 ０．5ha以下 30万円／戸
 ０．5ha超2．０ha以下 50万円／戸
 2．０ha超 70万円／戸

【交付対象者が行うべき要件】
 ・交付対象者は利用権設定等を行う上で、農地利用円滑化団体又は農地合理化法人に、土
地利用型作物を栽培する全ての自作地を10 年以上の期間、白紙委任をすることが必要で
す。ただし、自留地（10a）を除くことができる。

◆
青
年
就
農
給
付
金（
経
営
開
始
型
）

◆
農
地
集
積
協
力
金（
経
営
転
換
協
力
金
）

●その他の新たな支援策の紹介
（「人・農地プラン」への位置づけは必要ありません。）

◆成年就農給付金（準備型）
　　●農業技術の研修中に給付金を受けられます。

　　　【給付額】150万円／年（最長2年間）
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　
　

平
成
24
年
度
高
知
県
消
防
大
会　

　

東
浜
地
区
に
1
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が
完
成

　

平
成
24
年
度
高
知
県
消
防
大
会

が
、
4
月
25
日
高
知
市
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
県
内
の

消
防
関
係
者
が
集
い
当
町
か
ら
も
松

岡
消
防
団
長
、
土
居
副
団
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
消
防
防
災
に
功
労
の

あ
っ
た
消
防
機
関
お
よ
び
関
係
者
に

対
し
、
各
種
表
彰
の
披
露
と
知
事
表

彰
並
び
に
高
知
県
消
防
協
会
長
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
単

光
章
を
受
章
さ
れ
た
元
奈
半
利
町
消

防
団
副
団
長
岳
本
幸
己
氏
の
受
章
披

露
も
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

消
防
庁
長
官
表
彰

（
永
年
勤
続
功
労
章
）

奈
半
利
町
消
防
団
、
第
一
分
団
長

　

齊
藤
正
二
郎　

氏

　

分
団
長
で
あ
る
齊
藤
正
二
郎
氏

は
、
昭
和
49
年
２
月
１
日
、
奈
半
利

町
消
防
団
団
員
を
拝
命
以
来
、
班

長
、
部
長
、
副
分
団
長
を
歴
任
し
38

年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
今
な
お
消

防
団
員
と
し
て
活
動
を
続
け
、
常
に

団
員
の
先
頭
に
立
ち
、
幾
多
の
火

災
、
風
水
害
、
人
命
救
助
等
に
率
先

出
動
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
保

護
し
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減
し

消
防
の
発
展
に
寄
与
す
る
な
ど
、
そ

の
功
績
は
多
大
な
も
の
が
あ
り
他
の

模
範
で
あ
り
、
そ
の
功
績
が
今
回
の

受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

上
記
以
外
の
表
彰
さ
れ
た
方
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

日
本
消
防
協
会
長
表
彰　

勤
続
章

　

第
一
分
団
班
長　

南　
　

典
明

高
知
県
知
事
表
彰　

消
防
団
員
内
助

功
労
者
感
謝
状

　

下
村　

美
幸
さ
ん

（
下
村
晴
一
氏
の
妻
）

高
知
県
消
防
協
会
長
表
彰　

功
績
章 

　

第
三
分
団
部
長　

安
岡　

秀
樹

　

第
一
分
団
団
員　

岳
本　
　

保

　

本
年
３
月
に
、
東
浜
地
区
の
浜
辺

神
社
前
公
園
内
に
、
工
事
費
４
、
０

７
４
万
円
を
か
け
て
本
町
初
の
津
波

避
難
タ
ワ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
津

波
避
難
タ
ワ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
で
建
設
場
所
の
海
抜
は
７

ｍ
、
タ
ワ
ー
高
は
８
ｍ
で
、
一
時
避

難
場
所
と
な
る
海
抜
は
15
ｍ
で
あ

り
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
最
高
津
波
高

12
・
６
ｍ
よ
り
高
い
位
置
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
に
お
い
て
、
さ
ら
に

３
・
０
ｍ
の
嵩
上
げ
が
で
き
る
設
計

と
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
場
所
の
面
積
は
96
㎡
で
収
容

人
数
は
１
５
０
人
、
避
難
時
に
必
要

な
機
材
を
保
管
す
る
物
置
や
簡
易
ト

イ
レ
、
ソ
ー
ラ
ー
式
照
明
灯
を
完
備

し
、
ま
た
、
入
り
口
か
ら
避
難
場
所

ま
で
車
イ
ス
で
避
難
で
き
る
よ
う
ス

ロ
ー
プ
式
通
路
と
し
ま
し
た
。

　

同
地
区
は
、
海
岸
に
接
し
た
地
形

条
件
に
あ
り
、
付
近
に
は
避
難
場
所

と
な
る
高
台
等
が
な
か
っ
た
た
め
、

整
備
を
進
め
た
も
の
で
、

津
波
避
難
対
策
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
は
、
避

難
タ
ワ
ー
以
外
に
も
奈
半

利
小
学
校
、
奈
半
利
中
学

校
、
町
民
会
館
に
そ
れ
ぞ

れ
外
付
階
段
や
ソ
ー
ラ
ー

式
照
明
灯
を
取
り
付
け

て
、
屋
上
に
一
時
避
難
場

所
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

国
の
新
し
い
地
震
想
定
に

基
づ
き
、
今
後
も
引
き
続

き
避
難
路
・
避
難
場
所
の

整
備
を
す
る
予
定
で
す
。

　

当
町
関
係
者
に

　
　

消
防
庁
長
官
表
彰
、高
知
県
知
事
表
彰
、高
知
県
消
防
協
会
長
表
彰

消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た

奈
半
利
町
消
防
団
第
一
分
団

齊
藤
分
団
長



滑　議会だより　VOL.1267

VOL.126

平成24年度予算

総額　31億7,458万円

その他
1,327万円（0.5％）公債費（借入金返済）

4億8,059万円
（20.0％）

災害復旧費
1,366万円
（0.6％）

教育費
2億1,703万円
（9.0％）

農林水産業費
7,870万円（3.3％）

土木費
5,004万円（2.1％）

商工費
1.760万円（0.7％）

消防費
2億4,465万円
（10.2％）

民生費
6億1,722万円
（25.7％）

衛生費
2億3,098万円（9.6％）

総務費
3億8,826万円
（16.1％）

議会費
5,200万円
（2.2％）

国・県支出金
2億3,855万円
（9.9％）

分担金・使用料等
6,500万円
（2.7％）

地方交付税
13億6,500万円
（56.8％）

地方譲与税等
5,590万円
（2.3％）

町税
2億4,447万円
（10.2％）

町債（借入金）
2億2,670万円
（9.4％）

諸収入
9,192万円
（3.8％）

繰入金
1億268万円
（4.3％）

その他
1,378万円（0.6％）

一般会計歳入

一般会計歳出

前年度対比予　算　額会　計　名

１．３５％増２４億０，４００万円一 般 会 計

３．９６％増５億７，７６９万円国民健康保険事業特別会計

１２．４６％増５，２９９万円後期高齢者医療特別会計

１１８．３２％増１億２，８００万円簡易水道事業特別会計

１７．９４％増１，１９０万円漁業集落排水事業特別会計

４．３１％増３１億７，４５８万円合　　　計
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○
町
営
工
事　

　

集
中
豪
雨
対
策
等
と
し
て
４
基
の

自
動
転
倒
ゲ
ー
ト
の
設
置
工
事
と
米

ケ
岡
、
百
石
、
平
、
平
山
の
各
水
路

の
改
修
工
事
を
発
注
し
、
平
成　

年
２４

３
月
末
完
成
を
目
指
し
、
現
在
施
工

中
で
あ
る
。

　

防
災
、
災
害
復
旧
関
係
工
事
で

は
、
一
本
松
地
区
が
け
く
ず
れ
住
家

防
災
対
策
工
事
が
平
成　

年　

月
末

２３

１２

完
成
。
災
害
復
旧
工
事
で
は
、
町
道

花
田
２
号
線
、
町
道
宇
川
線
、
中
谷

十
市
線
の
各
工
事
が
平
成　

年
２
月

２４

末
ま
で
に
完
成
し
た
。

　

百
石
施
設
園
芸
用
井
戸
設
置
工
事

は
、
現
在
の
井
戸
の
水
位
が
異
常
低

下
と
な
り
、
施
設
園
芸
栽
培
に
支
障

を
来
た
し
て
い
た
た
め
、
新
し
い
井

戸
を
設
置
す
る
工
事
を
発
注
し
、
平

成　

年
３
月
上
旬
の
完
成
を
目
指

２４
し
、
現
在
施
工
中
で
あ
る
。

　

町
道
米
ケ
岡
４
号
線
改
良
工
事

は
、
道
路
幅
員
が
狭
く
、
救
急
車
等

の
緊
急
車
両
の
通
行
に
支
障
を
来
た

し
て
い
た
た
め
、
道
路
拡
幅
改
良
舗

装
工
事
を
発
注
し
、
現
在
工
事
施
工

中
。
一
部
繰
り
越
し
で
早
期
完
成
を

目
指
す
。

○
町
民
会
館
の
耐
震
補
強
及

び
改
修
工
事

　　

町
民
会
館
の
耐
震
補
強
及
び
２
階

ホ
ー
ル
、
図
書
室
、
多
目
的
ト
イ
レ

等
の
改
修
工
事
が
平
成　

年
２
月
に

２４

完
成
し
た
。

　

図
書
室
の
利
用
は
、
蔵
書
の
配
置

が
で
き
し
だ
い
始
め
た
い
と
考
え
て

お
り
、
毎
日
図
書
室
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
、
読
書
に
親
し
む
環
境

の
整
備
に
努
め
る
。

○
学
校
施
設
の
避
難
場
所
整

備
工
事

　

奈
半
利
中
学
校
の
屋
上
津
波
避
難

場
所
整
備
工
事
は
、
平
成　

年
２
月

２４

に
完
成
し
た
。屋
上
は
海
抜　

・
１
ｍ

１７

あ
り
、
避
難
場
所
と
し
て
の
整
備
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
奈
半
利
小
学
校
の
屋
上
津

波
避
難
場
所
整
備
工
事
は
、
現
在
、

校
舎
の
中
階
段
か
ら
屋
上
へ
の
出
口

を
一
部
設
計
変
更
し
３
月
中
旬
の
完

成
を
目
指
し
施
工
中
で
あ
る
。

　

中
芸
広
域
連
合
関
係

○
消
防

　

本
年
度
の
重
要
案
件
と
な
っ
て
い

た
、
消
防
庁
舎
建
設
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
用
地
測
量
及
び
造
成
工
事
設

計
等
の
委
託
事
務
が
発
注
済
み
で
あ

る
。
現
在
は
、
建
設
用
地
の
測
量
も

ほ
ぼ
完
了
し
、
造
成
工
事
に
向
け
た

設
計
等
の
事
務
作
業
を
進
め
て
い
る

が
、
土
地
の
取
得
に
長
時
間
を
要
し

た
こ
と
か
ら
、
設
計
作
業
等
の
年
度

内
完
了
が
難
し
く
、
繰
り
越
し
に
よ

る
事
業
実
施
が
や
む
を
得
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
本
消
防
庁
舎
は
、
地
域
の

防
災
拠
点
と
な
る
重
要
な
施
設
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
に
お
い
て
は
、

造
成
工
事
の
発
注
と
合
わ
せ
、
庁
舎

本
体
に
つ
い
て
も
事
前
の
準
備
作
業

を
進
め
る
な
ど
、
早
期
完
成
に
努
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

▲リニューアルした図書室

　３月定例会は、３月９日に開会し、町長からの行政報告の後、諮問案件３件、条

例案件８件、指定管理者案件１件、規約変更案件１件、予算案件１０件を原案どおり可

決し、１４日に閉会した。

　一般質問は７人が登壇し、震災対策や教育問題などについて執行者の考えをただ

した。

●平成２４年　第１回定例会（３月）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）
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７
月
の
臨
時
議
会
で
議
決
し
た
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入
に
つ
い
て

は
、
今
月
２
日
に
納
品
検
査
を
終

え
、
消
防
署
に
配
備
し
、
消
防
力
の

充
実
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

○
保
険
福
祉

　

介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て
は
、　

１１

月
末
で
の
被
保
険
者
数
が
４
、
４
９

４
人
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数

は
８
１
２
人
。
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
数
は
４
２
７
人
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
数
は
１
８
３
人
で
あ
る
。

　

介
護
給
付
費
に
つ
い
て
は
、　

月
１１

ま
で
の
実
績
で
、
月
平
均
９
、
７
６

７
万
円
で
推
移
し
て
お
り
、
前
年
度

実
績
に
対
し
、
２
・
８
％
程
度
増
加

し
て
い
る
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

て
い
る
予
防
給
付
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
業
務
に
つ
い
て
は
、
１
月
末
で

の
要
支
援
認
定
者
数
１
６
３
人
に
対

し
、
１
１
０
件
の
介
護
予
防
支
援
計

画
を
作
成
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
策
定
を
進
め
て
い
た
「
第

５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
は
、
前

期
計
画
に
対
す
る
実
績
評
価
と
分
析

を
十
分
に
行
っ
た
う
え
、
平
成　

年
２４

度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
中
芸
地

２６

域
の
介
護
保
険
事
業
等
の
指
針
と
な

る
３
カ
年
計
画
と
し
て
、
２
月
末
に

計
画
策
定
を
終
え
て
い
る
。

○
保
健
福
祉　

　

保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て
は
、
ほ

ぼ
計
画
ど
お
り
の
実
施
が
さ
れ
て
い

る
。
母
子
保
健
活
動
で
は
、
こ
の
４

月
に
、
現
在
、
専
門
的
な
相
談
支
援

業
務
等
を
委
託
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
よ
る
中
芸
地
区
で
の
相
談
事
業

所
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
さ

ら
に
身
近
に
相
談
で
き
る
体
制
が
整

う
こ
と
か
ら
、
母
子
保
健
と
併
せ

て
、
法
改
正
に
伴
い
児
童
福
祉
法
に

移
行
す
る
発
達
障
害
関
連
事
業
な
ど

の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

健
康
増
進
、
健
康
づ
く
り
業
務
で

の
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
各
種
の

検
診
が
微
増
の
状
況
に
と
ど
ま
る

中
、
乳
が
ん
検
診
は
、
１
０
０
人
以

上
の
増
加
実
績
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
現
在
、
策
定
中
の
健
康
増
進
計

画
に
合
わ
せ
、
さ
ら
に
受
診
啓
発
を

進
め
る
。

　

障
害
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

は
、
障
害
者
計
画
及
び
障
害
福
祉
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
、
策
定
委
員
会

や
専
門
部
会
な
ど
で
の
協
議
、
検
討

を
重
ね
て
い
た
が
、
こ
の
２
月
に
策

定
が
完
了
し
た
。
障
害
者
計
画
は
、

今
後
６
年
間
、
障
害
福
祉
計
画
は
、

３
年
間
の
計
画
と
し
て
、
そ
の
基
本

目
標
な
ど
を
今
後
の
障
害
者
施
策
に

反
映
さ
せ
て
い
く
。

○
火
葬
場

　

火
葬
場
業
務
に
つ
い
て
は
、
供
用

開
始
以
来
、
管
内
、
管
外
か
ら
多
く

の
利
用
が
あ
る
中
、
本
年
度
は
、
若

干
の
減
少
傾
向
で
推
移
を
し
て
い
た

が
、
２
月
末
現
在
で
は
昨
年
と
ほ
ぼ

同
数
の
２
２
６
件
の
火
葬
実
績
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
管
内

が
１
８
９
件
、
管
外
が　

件
で
、
約

３７

　

％
が
管
外
か
ら
の
利
用
で
あ
る
。

１６○
広
域
観
光

　

広
域
的
な
観
光
業
務
に
つ
い
て

は
、
そ
の
中
心
的
な
組
織
と
な
る
観

光
協
議
会
の
設
立
に
向
け
、
現
在
、

商
工
会
を
中
心
と
し
て
、
設
立
の
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
こ
の
３
月
末
に
は
、
設
立
総
会

を
開
催
し
、
４
月
か
ら
、
中
芸
地
区

に
お
け
る
総
合
的
な
観
光
窓
口
と
し

て
、
協
議
会
が
発
足
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
協
議
会
は
、
発
足
後
、

各
種
の
観
光
対
策
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
組
織
を
構
成
す
る
個
人
事
業

所
、
団
体
等
の
会
員
確
保
に
努
め
、

数
年
を
目
途
に
法
人
格
を
持
っ
た
組

織
へ
の
移
行
を
目
指
す
こ
と
と
し
て

い
る
。　

○
高
齢
者
福
祉
祭

　

平
成　

年　

月　

日
か
ら　

日
に

２５

１０

２６

２９

か
け
て
開
催
さ
れ
る
「
第　

回
全
国

２６

健
康
福
祉
祭
こ
う
ち
大
会
」、
愛
称

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知

２
０
１
３
」
に
お
い
て
、
中
芸
地
域

で
は
、
広
域
体
育
館
を
会
場
と
し

て
、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

競
技
種
目
で
あ
る
「
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
」
を
５
町
村
で
共
同
開
催
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
を
中
心
と

す
る
国
民
の
健
康
の

保
持
・
増
進
、
社
会

参
加
、
生
き
が
い
の

高
揚
等
を
図
り
、
ふ

れ
あ
い
と
活
力
の
あ

る
長
寿
社
会
の
形
成

に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
国
民

体
育
大
会
同
様
、
全

国
の
都
道
府
県
を
開

催
地
と
し
て
、
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

　

本
大
会
の
適
切
な

運
営
を
図
る
た
め
、

広
域
連
合
内
に
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進

課
」
を
設
置
し
、
町

村
か
ら
の
派
遣
職
員

に
よ
り
大
会
の
準

備
、
開
催
に
あ
た

る
。

　

▲ ねんりんピック会場（結いの丘ドーム）
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委
員
会
の
所
管
す
る
地
域
振
興
課

か
ら
調
査
事
件
の
経
過
・
状
況
等
の

説
明
及
び
報
告
を
受
け
協
議
し
、
平

山
水
路
、
町
道
米
ケ
岡
４
号
線
、
平

水
路
、
加
領
郷
漁
港
等
の
各
工
事
状

況
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

○
調
査
事
件

平
成　

年
度
各
工
事
の
発
注
状
況

２３

○
ま
と
め

①
橋
梁
点
検
委
託
業
務

　

平
成　

〜　

年
度
で
橋
梁
点
検

２２

２３

が
完
了
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
結

果
を
踏
ま
え
て
、
来
年
度
か
ら
修

繕
計
画
の
策
定
に
着
手
す
る
。

②
本
村
簡
易
水
道
配
水
管
布
設
替
工

　

事
　

来
年
度
以
降
の
工
事
の
発
注
に

際
し
て
は
、
発
注
前
に
町
か
ら
工

事
予
定
区
域
の
住
民
に
工
事
内
容

等
を
事
前
に
説
明
を
行
い
、
協
力

を
得
る
よ
う
努
め
る
。

　

地
域
振
興
常
任
委
員
会

　
　

（
２
月　

日
）

２７

③
百
石
井
戸
設
置
工
事

　

関
係
す
る
園
芸
施
設
に
用
水
を

安
定
し
て
供
給
で
き
る
地
下
水
の

確
認
が
で
き
た
。

④
町
道
大
原
・
西
ノ
平
線
測
量
設
計

用
地
調
査
委
託
業
務

　

今
後
事
業
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
路
線
等
の
工
事
に
対
す
る
地

権
者
等
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
工
法

的
・
構
造
的
に
可
能
で
あ
れ
ば
、

地
元
と
協
議
し
な
が
ら
工
事
内
容

等
を
検
討
す
る
。

 　

委
員
会
の
所
管
す
る
総
務
課
、
教

育
委
員
会
か
ら
調
査
事
件
の
経
過
・

状
況
等
の
説
明
及
び
報
告
を
受
け
協

議
を
行
っ
た
。

○
調
査
事
件

（
１
）
住
宅
耐
震
対
策
事
業

（
２
）
そ
の
他

　

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　
　

（
２
月　

日
）

２７

○
ま
と
め

（
１
）
住
宅
耐
震
対
策
事
業

・
平
成　

年
度
か
ら
住
宅
の
耐
震
化

２４

を
早
期
に
進
め
る
た
め
、
耐
震
改

修
設
計
事
業
や
耐
震
改
修
工
事
事

業
等
の
補
助
事
業
に
町
独
自
の
追

加
支
援
を
行
う
。

・
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
施

工
で
き
る
工
務
店
は
、
そ
の
要
件

と
し
て
高
知
県
に
登
録
が
必
要
な

た
め
、
町
内
業
者
等
に
事
業
内
容

を
周
知
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

・
避
難
路
確
保
対
策
と
し
て
、
古
い

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
、
改
修
の

補
助
事
業
に
取
り
組
む
。

（
２
）
そ
の
他

・
町
民
会
館
の
耐
震
工
事
等
が
完
了

し
、
車
椅
子
で
利
用
で
き
る
多
目

的
ト
イ
レ
も
整
備
で
き
た
。

・
平
成　

年
４
月
か
ら
町
民
会
館
の

２４

図
書
室
の
運
営
等
の
た
め
、
教
育

委
員
会
の
事
務
所
を
町
民
会
館
に

移
転
す
る
。

▲耐震工事が完成した町民会館

▲町道工事の視察（米ケ岡４号線）



滑　議会だより　VOL.12611

避
難
路
、
避
難
場
所

（
１
月　

日
）

１０

　

総
務
課
（
防
災
担
当
課
）
か
ら
、

自
主
防
災
組
織
や
地
元
か
ら
整
備
の

要
望
が
あ
る
避
難
路
及
び
避
難
場
所

の
説
明
及
び
報
告
を
受
け
協
議
し
、

現
地
調
査
を
行
っ
た
。

　

調
査
を
行
っ
た
避
難
路
及
び
避
難

　

場
所麓

地
区

シ
デ
イ
ノ
岡
地
区

愛
光
園

八
幡
様
山
道
ル
ー
ト

八
幡
様
参
道

六
本
松
西
地
区

六
本
松
東
地
区

加
領
郷
西
地
区

加
領
郷
小
学
校

宇
川
地
区

 

奈
半
利
小
学
校
、
町
民
会
館

（
３
月　

日
）

１４

　

３
月
議
会
終
了
後
に
、
避
難
場
所

で
あ
る
奈
半
利
小
学
校
及
び
町
民
会

館
の
屋
上
の
現
地
調
査
を
行
い
、
総

務
課
（
防
災
担
当
課
）
か
ら
、
収
容

人
数
や
外
階
段
な
ど
の
整
備
状
況
の

説
明
を
受
け
た
。

 

　

１
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー

（
４
月　

日
）

１９

　

完
成
し
た
１
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー

の
現
地
調
査
を
行
い
、
総
務
課
（
防

災
担
当
課
）
か
ら
、
施
設
の
構
造
、

収
容
人
数
、
設
備
等
の
説
明
を
受
け

た
。

　

津
波
対
策
の
調
査

▲避難場所の視察（愛光園） ▲避難路の視察（加領郷）

▲１号津波避難タワーの視察
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◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て

推
薦
の
意
見
を
求
め
る
も
の
。

候
補
者

住
所　

奈
半
利
町
乙
３
３
４
１
番
地

氏
名　

中
島　

泰
顕

生
年
月
日　

昭
和　

年
２
月　

日

２２

２７

住
所　

奈
半
利
町
乙
１
１
０
１
番
地

　
　
　

１

氏
名　

伊
藤　

智

生
年
月
日　

昭
和　

年
６
月　

日

２９

２８

住
所　

奈
半
利
町
乙
２
８
９
５
番
地

氏
名　

濱
中　

芳
久

生
年
月
日　

昭
和　

年
２
月　

日

２６

２０

 

賛
成
者
全
員
（
適
任
意
見
可
決
）

◆
条
例

○
奈
半
利
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

奈
半
利
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
、
平
成　

年
３
月　

日
を

２４

３１

も
っ
て
廃
止
す
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例

　

奈
半
利
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
廃
止
後
の
世
代
を
超
え
た
共
生

型
の
集
い
の
場
を
図
る
た
め
に
設
置

す
る
奈
半
利
町
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
条
例
を
整
備
す

る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

地
域
主
権
改
革
一
括
法
施
行
に
伴

う
公
営
住
宅
法
の
改
正
に
よ
り
、
公

営
住
宅
法
に
定
め
ら
れ
て
い
た
入
居

要
件
の
う
ち
同
居
親
族
要
件
の
廃
止

に
伴
い
、
従
来
の
同
居
親
族
要
件
を

保
持
す
る
た
め
に
奈
半
利
町
営
住
宅

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

地
方
税
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
施
行
に
伴
い
、
奈
半
利
町
税
条
例

等
の
た
ば
こ
税
や
個
人
の
町
民
税
の

税
率
等
を
改
正
す
る
も
の
。

 

賛
成
者
多
数
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
設

置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例

　

南
海
地
震
等
に
よ
り
発
生
す
る
津

波
か
ら
住
民
の
生
命
と
身
体
の
安
全

を
守
る
た
め
の
避
難
施
設
と
し
て
設

置
さ
れ
た
津
波
避
難
タ
ワ
ー
に
関
す

る
条
例
を
整
備
す
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
防
災
倉
庫
の
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

奈
半
利
町
第
１
防
災
倉
庫
及
び
第

２
防
災
倉
庫
の
設
置
に
伴
い
、
そ
の

名
称
及
び
位
置
を
追
加
す
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
町
有
財
産
使
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
町
有
財
産
使
用
料
徴
収
条
例
の

工
作
物
占
用
料
等
を
改
正
す
る
も

の
。

 

賛
成
者
多
数
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
営
土
地
改
良
事
業
に
要

す
る
経
費
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
域
主
権
改
革
一
括
法
施
行
に
伴

う
土
地
改
良
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
準
用
規
定
を
改
正
す
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

○
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
ご
め
ん
・
な

は
り
線
奈
半
利
駅
舎
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
ご
め
ん
・
な

は
り
線
奈
半
利
駅
舎
の
指
定
管
理
期

間
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き
３
年

間
、
有
限
会
社
な
は
り
観
光
文
化
協

会
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る

も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

◆
規
約
の
変
更

○
中
芸
広
域
連
合
規
約
の
一
部
を
変

更
す
る
規
約
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
に
開
催
さ
れ
る
全
国

２５

健
康
福
祉
祭
こ
う
ち
大
会
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
（
バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
）
を
中
芸
５
町
村
で
共
同
で
行

う
に
あ
た
り
、
中
芸
広
域
連
合
の
所

要
の
規
約
変
更
を
行
う
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

◆
補
正
予
算

　

一
般
会
計
に
６
２
５
万
円
追
加

（
累
計　

億
５
、
２
３
２
万
円
）、
国

２６

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
に
１
、

３
３
４
万
円
追
加
（
累
計
５
億
９
、

１
１
２
万
円
）
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
に
１
７
１
万
円
追
加
（
累

計
４
９
８
１
万
円
）
し
、
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
か
ら
３
３
０
万
円
減

額
（
累
計
５
、
７
４
０
万
円
）、
漁
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
か
ら
１
万

円
減
額
（
累
計
１
、
０
９
０
万
円
）

す
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）
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主なもの

金　　額項　　　　目

２，４８９万円情 報 通 信 基 盤 の 維 持 管 理 経 費

２００万円奈 半 利 町 地 域 活 性 化 補 助 金

３，４００万円福 祉 セ ン タ ー 耐 震 改 修 工 事 費

２，２１５万円あ っ た か ふ れ あ い セ ン タ ー 事 業 費

５０９万円子宮頸がん・ヒブワクチン等予防接種委託料

２，２５６万円農林水産業費関係の重点分野雇用創出事業費

５１０万円橋 梁 長 寿 命 化 修 繕 計 画 委 託 料

６５５万円奈 半 利 港 改 修 関 連 負 担 金

９，５５３万円津波避難計画策定及び津波避難ビル・避難路の整備費

１，５８３万円住宅の耐震診断・改修設計・改修工事等の補助金

３９９万円加 領 郷 小 学 校 校 舎 施 設 補 修 工 事 費

１４０万円奈 半 利 中 学 校 校 舎 施 設 補 修 工 事 費

８７５万円教 育 費 関 係 の 緊 急 雇 用 創 出 事 業 費

９，１５０万円本村簡易水道布設替設計・工事費（簡水特別会計）

当初予算会計別内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

採決結果比較増減前年度予算総額本年度予算総額会　計　名

賛成者全員３，２００２３億７，２００２４億０，４００一 般 会 計

賛成者全員２，１９８５億５，５７１５億７，７６９国民健康保険事業特　

別　

会　

計

賛成者多数５８７４，７１２５，２９９後期高齢者医療

賛成者全員６，９３７５，８６３１億２，８００簡 易 水 道 事 業

賛成者全員１８１１，００９１，１９０漁業集落排水事業

１億３，１０３３０億４，３５５３１億７，４５８合　　　計

　平成２４年度当初予算
　一般会計予算

24億400万円計上
（前年度比１．３５％増）　

　東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費東南海・南海地震対策費にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
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問　

今
県
内
に
お
い
て
、
導
入
が
進
ん

で
い
る
自
己
評
価
の
結
果
等
を
踏
ま
え

て
、
保
護
者
な
ら
び
に
学
校
関
係
者
に

よ
る
評
価
の
実
施
・
公
表
の
導
入
、
ま

た
外
部
見
識
者
等
を
含
め
た
、
第
三
者

評
価
の
導
入
に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

答　

竹
﨑
教
育
長

　

学
校
評
価
は
、
平
成　

年
４
月
施
行

１４

の
小
学
校
設
置
基
準
で
、
自
己
評
価
の

実
施
と
結
果
の
公
表
に
努
め
る
こ
と
と

さ
れ
、
保
護
者
等
へ
の
情
報
提
供
は
、

積
極
的
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
平
成

　

年
３
月
に
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
校

１８評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ
、
さ

ら
に
平
成　

年
６
月
に
学
校
教
育
法
、

１９

同
年　

月
に
学
校
教
育
施
行
規
則
の
改

１０

正
に
よ
り
、
自
己
評
価
・
学
校
関
係
者

評
価
の
実
施
・
公
表
、
設
置
者
へ
の
報

告
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。自
己
評
価
は
、

義
務
化
さ
れ
て
い
る
が
、
学
校
関
係
者

評
価
、
第
三
者
評
価
は
、
努
力
義
務
と

な
っ
て
い
る
。
当
町
で
は
、
平
成　

年
２０

度
よ
り
、
各
指
標
を
設
定
し
自
己
評
価

を
行
っ
て
い
る
。

　

学
校
関
係
者
評
価
は
実
施
し
て
い
な

い
が
、
安
芸
郡
市
の
状
況
を
見
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
実
施
し
て
お
り
、

当
町
で
も
、
平
成　

年
度
か
ら
自
己
評

２４

価
の
客
観
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
教

育
活
動
、
学
校
運
営
の
改
善
が
適
切
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
、
学
校
評
価
委
員
会

設
置
要
項
を
制
定
し
、
委
員
会
を
設
置

し
、
実
施
す
る
。
こ
の
委
員
会
の
構
成

は
、
保
護
者
、
地
域
住
民
、
そ
の
他
学

校
関
係
者
５
人
と
し
、
任
期
1
年
、
再

任
は
妨
げ
な
い
、
報
酬
は
無
償
と
し

て
、
費
用
弁
償
は
行
わ
な
い
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

　

第
三
者
評
価
は
、
過
去
に
文
部
科
学

省
か
ら
学
校
評
価
の
指
定
を
受
け
た
学

校
で
実
施
し
た
経
過
は
あ
る
が
、
県
内

で
実
施
し
て
い
る
学
校
は
な
い
と
聞
い

て
い
る
。
こ
の
第
三
者
評
価
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
考
え
て
い
る
。

問　

平
成　

年
８
月
に
全
県
的
な
取
り

２３

組
み
と
し
て
、
県
教
育
委
員
会
と
県
警

察
本
部
が
、
学
校
・
警
察
連
絡
制
度
の
協

定
を
締
結
し
た
が
、当
町
で
は
、
導
入
に

対
し
て
、
町
単
独
か
、中
芸
地
区
で
歩
調

を
合
わ
せ
る
の
か
、見
解
を
伺
う
。

答　

竹
﨑
教
育
長

　

学
校
・
警
察
連
絡
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
、
平
成

　

年
度
中
の
協
定
締
結
、
遅
く
と
も
平

２３成　

年
度
の
早
い
時
期
の
協
定
締
結
を

２４
お
願
い
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
っ
た

が
、
中
芸
地
区
で
は
、
時
期
に
つ
い
て

は
足
並
み
を
そ
ろ
え
、
個
人
情
報
保
護

審
査
会
へ
の
諮
問
、
保
護
者
、
学
校
へ

の
説
明
な
ど
の
手
順
を
踏
み
、
平
成　
２４

年
度
中
に
協
定
を
締
結
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

こ
の
学
校
・
警
察
連
絡
制
度
は
、
学
校

と
警
察
が
相
互
に
児
童
生
徒
の
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
を
通
し
て
、緊
密
に
連

携
し
、継
続
し
た
指
導
を
行
う
こ
と
で

児
童
生
徒
を
健
全
に
育
成
す
る
と
と
も

に
、早
期
の
立
ち
直
り
、
非
行
や
犯
罪
被

害
の
拡
大
防
止
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

近
年
、
少
年
非
行
が
凶
悪
化
、
低
年

齢
化
す
る
な
か
、
文
部
科
学
省
は
「
連

携
の
強
化
に
よ
る
非
行
防
止
対
策
の
推

進
に
つ
い
て
」
を
通
知
し
、
学
校
と
警

察
の
連
携
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
一

層
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

る
。
こ
の
通
知
を
受
け
て
、
平
成　

年
１４

か
ら
、
学
校
連
絡
制
度
を
取
り
決
め
、

逮
捕
事
案
や
悪
質
な
交
通
違
反
事
件
等

に
係
る
事
案
は
、
警
察
か
ら
学
校
へ
該

当
児
童
生
徒
に
係
る
個
人
情
報
が
提
供

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
問
題

行
動
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
、
多
様
化

し
、
学
校
だ
け
で
は
解
決
が
困
難
と
な

り
、
県
内
に
お
け
る
少
年
非
行
率
や
刑

法
犯
少
年
の
再
非
行
率
は
全
国
ワ
ー
ス

ト
上
位
で
推
移
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
学
校
、
警
察
及
び
保
護
者

の
連
携
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

学
校
か
ら
警
察
へ
の
連
絡
に
つ
い
て

は
、
学
校
だ
け
で
は
改
善
が
困
難
で
あ

り
、
警
察
の
協
力
が
必
要
と
判
断
さ
れ

る
事
案
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
問
題

行
動
に
係
る
事
案
（
家
出
、
行
方
不
明
、

不
良
交
友
に
限
る
）
と
、
被
害
事
案
、

緊
急
事
案
（
生
命
、
身
体
、
財
産
の
安

全
）
と
な
っ
て
い
る
。 　

▲運動会の練習風景（奈半利小学校）

岩内　　博　議員
「待ったなしの教育改革」
　学校評価制度導入の見解は

学校関係者評価を実施する／教育長

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

学
校
・
警
察
連
絡
制
度
の
導
入
は

平
成　

年
度
中
に
協
定
を
締
結
す
る
／
教
育
長

２４
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問　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
な
ど
の
た
め
、
生
産
者
の
意
欲
が

減
少
し
て
い
く
方
向
に
あ
り
、
特
に
山

間
部
に
お
い
て
は
、
休
耕
地
が
増
加

し
、
農
地
の
荒
廃
が
深
刻
化
し
て
い

る
。

　

町
の
総
合
計
画
で
は
、
平
成　

年
度

２４

か
ら
過
疎
債
を
充
当
し
、
公
共
施
設
に

太
陽
光
発
電
を
導
入
す
る
計
画
が
あ
る

が
、
本
町
の
山
間
部
に
は
荒
廃
は
し
て

い
る
も
の
、
太
陽
光
発
電
に
適
し
た
農

地
が
数
多
く
あ
り
、
ま
と
ま
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
１
、
０
０
０
〜
１
、
５
０

０
坪
あ
る
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
以

来
、
環
境
に
配
慮
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
と
し
て
、
多
く
の
自
治
体
が
再
生

可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た

事
業
に
取
り
組
み
は
じ
め
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
に
過
疎
債
も
終
了
す
る

２７

が
、
そ
れ
ま
で
に
本
町
に
お
い
て
も
公

共
施
設
だ
け
で
な
く
、
農
地
の
有
効
利

用
と
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
、
農
地
法
の
規
制
な
ど
の
問
題
は

あ
る
と
思
う
が
、
山
間
部
の
荒
廃
し
つ

つ
あ
る
農
地
へ
太
陽
光
発
電
施
設
を
整

備
で
き
な
い
か
。

答　

齊
藤
町
長

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
る
電
力
不
足
な
ど
を
背
景
に
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お

り
、
ま
た
、
こ
の
１
年
間
で
太
陽
光
発

電
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取

り
組
み
が
強
ま
り
、
全
国
各
地
で
発
電

所
建
設
計
画
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

　

当
町
で
は
、
第
５
次
奈
半
利
町
総
合

計
画
に
お
い
て
、
公
共
施
設
へ
の
太
陽

光
発
電
を
導
入
す
る
計
画
を
持
っ
て
現

在
進
行
し
て
お
り
、
１
次
産
業
振
興
が

停
滞
す
る
な
か
、
特
に
山
間
部
で
の
農

地
の
荒
廃
は
、
年
を
追
う
ご
と
に
増
加

し
て
い
る
た
め
、
荒
廃
が
進
む
農
地
で

の
太
陽
光
発
電
施
設
建
設
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

に
対
す
る
地
の
利
を
生
か
し
た
取
り
組

み
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

現
在
ま
で
に
成
立
し
た
法
律
（
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
）
や
今

後
成
立
す
る
法
案
な
ど
を
基
に
、
各
行

政
機
関
や
、
関
連
企
業
と
の
情
報
共
有

を
図
り
、
太
陽
光
発
電
施
設
を
検
討
し

て
い
く
。

議会を傍聴してみませんか？
あなたの傍聴が議会を活性化しますあなたの傍聴が議会を活性化しますあなたの傍聴が議会を活性化します

次の定例議会は6月中旬です

▲遊休農地化した山間部（西ノ平）

森岡　昌敏　議員
荒廃した農地の有効利用に
　太陽光発電施設の整備を

各行政機関等と情報共有化を図り検討する／町長
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問　

平
成　

年
２
月
２
日
の
奈
半
利
川

２４

水
系
ダ
ム
検
討
会
で
は
、
山
の
再
生
は

ほ
ど
遠
く
、
清
水
バ
イ
パ
ス
は
中
断
と

取
れ
る
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。
合
わ
せ
て
、

奈
半
利
川
の
ダ
ム
は
地
震
で
も
大
丈
夫

か
、
決
壊
す
る
の
で
は
と
不
安
と
心
配

さ
れ
て
い
る
住
民
は
多
い
。
ダ
ム
耐
震

調
査
を
行
い
、（
県
営
ダ
ム
は
今
年
２

カ
所
実
施
）
地
方
自
治
体
や
下
流
住
民

に
客
観
的
デ
ー
タ
を
示
し
、
住
民
の
安

全
確
保
を
さ
せ
る
よ
う
電
源
開
発
株
式

会
社
に
働
き
か
け
る
べ
き
だ
。
更
新
期

に
向
け
て
各
種
の
調
査
を
行
い
、
計
画

的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。見
解
は
。

答　

齊
藤
町
長

　

山
の
再
生
に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

清
水
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
よ
る
河
川
環

境
の
改
善
の
効
果
が
薄
い
と
い
う
報
告

に
は
納
得
い
か
な
い
部
分
が
あ
る
。
平

成　

年
２
月　

日
に
予
定
し
て
い
る
奈

２４

２２

半
利
川
水
利
対
策
協
議
会
で
高
知
県
か

ら
詳
し
い
内
容
が
報
告
さ
れ
る
と
思
う

の
で
、
そ
の
内
容
結
果
に
よ
り
、
今
後

の
清
水
バ
イ
パ
ス
整
備
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
地
震
で
は
津
波
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
ダ
ム
に
対
す
る
被
害
も
大
変
心

配
さ
れ
る
。耐
震
性
照
査
は
、「
現
代
か

ら
将
来
に
わ
た
っ
て
魚
梁
瀬
地
ダ
ム
地

点
で
考
え
ら
れ
る
最
大
級
の
強
度
を
持

つ
地
震
動
を
用
い
て
行
っ
て
お
り
ま

す
」
と
い
う
電
源
開
発
株
式
会
社
か
ら

の
回
答
が
あ
っ
た
。
今
後
、
国
の
中
央

防
災
会
議
か
ら
出
さ
れ
る
新
た
な
地
震

デ
ー
タ
に
よ
り
照
査
し
て
い
く
こ
と
も

報
告
さ
れ
て
い
る
。
ダ
ム
下
流
に
位
置

す
る
町
と
し
て
、
今
後
、
地
震
の
発
生

に
よ
る
ダ
ム
が
受
け
る
被
害
を
今
ま
で

想
定
し
た
被
害
以
上
を
想
定
し
、
そ
れ

に
対
応
す
る
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て
示
す
こ
と
を
申
し
入
れ
る
考
え

で
あ
る
。

　

奈
半
利
川
更
新
期
に
向
け
て
は
、
住

民
・
各
種
団
体
・
海
面
漁
協
・
内
水
面
漁

協
・
土
地
改
良
区
・
学
校
関
係
者
等
か
ら

幅
広
く
意
思
を
集
約
し
、
計
画
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

長
引
く
不
況
で
中
小
建
設
業
者
の

営
業
は
大
変
で
あ
る
。
個
人
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
、
修
繕
や
改
善
を
行
う
際
、

地
元
の
建
設
業
者
に
発
注
す
る
と
い
う

条
件
で
、
地
方
自
治
体
が
リ
フ
ォ
ー
ム

費
用
に
一
定
の
補
助
を
行
う
制
度
が
あ

る
。
こ
の
制
度
が
今
、
全
国
各
地
で
広

が
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
が
住
民
の
要

求
に
合
致
し
、
中
小
建
設
業
者
の
仕
事

起
こ
し
に
役
立
ち
、
地
域
経
済
に
も
大

き
な
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を
設
立
し
、
「
住

民
の
住
環
境
の
向
上
」「
地
域
経
済
活
性

化
」
の
た
め
、
助
成
制
度
を
実
施
す
る

考
え
は
。

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

当
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
厳
し
い
雇

用
情
勢
に
お
い
て
、
住
宅
の
改
築
工
事

や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
よ
る
地
域
活
性

化
対
策
も
重
要
な
施
策
と
考
え
る
が
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
は
、
近
い
将
来

必
ず
起
き
る
と
さ
れ
て
い
る
南
海
地
震

に
備
え
た
耐
震
改
修
事
業
に
重
点
を
お

き
た
い
。

　

地
震
に
対
す
る
耐
震
補
強
等
の
対
策

と
し
て
、
耐
震
診
断
事
業
、
耐
震
改
修

設
計
事
業
に
補
助
金
を
出
し
、
耐
震
改

修
工
事
事
業
に
お
い
て
は
１
１
０
万
円

ま
で
で
あ
れ
ば
、
個
人
負
担
金
な
し
で

改
修
工
事
が
で
き
る
。
町
民
に
広
く
Ｐ

Ｒ
し
、
こ
の
事
業
に
よ
り
命
を
守
る
こ

と
に
つ
な
げ
、
町
民
が
安
全
安
心
し
て

生
活
で
き
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
隣

町
で
は
生
活
環
境
の
向
上
、
定
住
促
進

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、
住

宅
改
築
工
事
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
要

す
る
費
用
に
対
し
、　

分
の
２
〜　

分

１０

１０

の
３
の
補
助
を
、　

万
〜　

万
円
を
限

３０

４０

度
と
し
て
補
助
す
る
計
画
で
進
ん
で
い

る
。
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
調

査
研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

図
書
室
の
一
層
の
充
実
の
た
め
に

司
書
的
教
諭
の
配
置
を
。

答　

竹
﨑
教
育
長

　

待
望
の
図
書
室
が
で
き
、
４
月
か
ら

土
日
も
開
放
し
、
図
書
支
援
員
も
配
置

す
る
。
蔵
書
の
充
実
を
図
り
、
多
く
の

町
民
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

▲更新期が近づく奈半利川（長山発電所）

山中　　茂　議員
山の再生、清水バイパスはどうなる
南海地震でもダムは大丈夫か

住民の安全のために強く働きかけたい／町長

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を
実
施
し
地
域
の
活
性
化
を

調
査
研
究
す
る
／
地
域
振
興
課
長
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問　

こ
れ
ま
で
に
発
生
し
た
地
震
で

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
に
は
大
き
な

被
害
は
出
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
福

島
県
須
賀
川
市
の
た
め
池
で
盛
土
部
分

が
決
壊
し
、
多
数
の
犠
牲
者
が
出
て
い

る
。
高
知
県
は
管
理
ダ
ム
で
あ
る
永
瀬

ダ
ム
、
鏡
ダ
ム
の
耐
震
性
を
調
査
す
る

と
し
て
い
る
が
、
魚
梁
瀬
ダ
ム
（
ロ
ッ

ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
）
も
、
完
成
か
ら
約　
５０

年
近
く
経
っ
て
い
る
。
電
源
開
発
株
式

会
社
も
点
検
し
て
い
る
と
思
う
が
、
専

門
家
に
よ
る
調
査
及
び
決
壊
時
の
水
害

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
要
望
す
る
考

え
は
な
い
か
。
次
の
事
項
に
つ
い
て
見

解
を
問
う
。

①
魚
梁
瀬
か
ら
奈
半
利
ま
で
幹
線
流
路

は
約　

㎞
で
あ
る
が
、
決
壊
し
た
場
合

６０

は
奈
半
利
町
に
到
達
す
る
時
間
と
水
位

は
い
く
ら
か
。

②
平
鍋
ダ
ム
を
放
流
し
て
、
長
山
発
電

所
を
中
止
し
て
は
ど
う
か
。

③
奈
半
利
町
と
し
て
水
利
使
用
料
を
徴

収
で
き
な
い
か
。

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

①
詳
細
な
河
川
の
測
量
調
査
を
実
施
し

な
い
と
明
確
な
時
間
は
判
明
し
な
い
。

水
位
に
つ
い
て
は
決
壊
を
前
提
と
し
て

い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。

②
発
電
所
か
ら
放
流
さ
れ
て
い
る
冷
濁

水
は
、
流
域
町
村
に
と
っ
て
は
、
農
業
、

水
産
業
、
内
水
面
漁
業
な
ど
の
産
業

面
、
ま
た
観
光
や
自
然
環
境
保
護
の
面

か
ら
見
た
親
水
に
対
す
る
悪
影
響
は
非

常
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
思
う
の

で
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
冷
濁
水
対

策
よ
り
さ
ら
な
る
改
善
策
等
を
高
知

県
、
流
域
町
村
及
び
住
民
、
電
源
開
発

が
一
体
と
な
っ
て
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

③
河
川
法
の
規
定
に
よ
り
、
二
級
河
川

で
あ
る
奈
半
利
川
の
管
理
者
及
び
特
定

水
利
使
用
に
関
す
る
許
可
権
者
は
高
知

県
知
事
で
あ
り
、
ま
た
、
河
川
か
ら
取

水
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
権
利
は
許

可
水
利
権
で
、
電
源
開
発
株
式
会
社
に

あ
る
。同
法
で
は
、
県
知
事
は
、
許
可
を

受
け
た
者
か
ら
、
流
水
占
用
料
等
を
徴

収
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て

お
り
、
高
知
県
は
河
川
流
水
占
用
料
等

徴
収
条
例
に
よ
り
、
奈
半
利
川
に
お
け

る
流
水
占
用
料
を
毎
年
約
２
億
円
徴
収

し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
高
知
県
に
は
、
奈
半
利

川
の
流
水
占
用
料
に
つ
い
て
、
奈
半
利

川
流
域
の
河
川
環
境
の
整
備
や
、
災
害

対
策
、
山
の
再
生
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
お
り
、
今
後

も
強
く
要
望
し
て
い
く
。

問　

役
場
に
用
事
が
あ
っ
て
も
「
敷
居

が
高
う
て
行
き
に
く
い
」「
顔
を
合
わ
せ

て
も
知
ら
ん
顔
、
会
釈
も
せ
ず
、
何
を

し
に
き
た
の
か
と
い
う
よ
う
な
顔
で
見

ら
れ
る
」
と
よ
く
耳
に
す
る
こ
と
が
あ

り
、
私
も
そ
う
感
じ
る
と
き
が
あ
る
。

　

町
民
の
奉
仕
者
と
し
て
職
員
の
自
覚

が
な
い
の
で
は
。
家
庭
で
も
元
気
な
挨

拶
か
ら
健
全
な
子
ど
も
が
育
つ
よ
う

に
、
職
員
に
「
何
の
用
事
や
ろ
う
」
と

笑
顔
で
声
を
か
け
て
も
ら
う
と
ホ
ッ
と

す
る
と
思
う
。
ど
の
よ
う
な
用
件
で
あ

れ
、
親
切
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

　

奈
半
利
町
総
合
計
画
の
中
に
、
来
訪

者
に
う
れ
し
さ
と
や
す
ら
ぎ
を
満
喫
し

て
も
ら
え
る
交
流
産
業
の
振
興
と
あ
る

よ
う
に
、
民
間
企
業
の
よ
う
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
と
の
心
構
え
で
対
応

し
て
は
ど
う
か
。
ま
ず
は
、
来
訪
者
に

役
場
職
員
か
ら
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」「
こ
ん
に
ち
は
」
と
先
に
声
掛
け
し

て
は
ど
う
か
。

答　

久
川
総
務
課
長

　

日
頃
か
ら
、
役
場
に
来
ら
れ
る
住
民

の
方
へ
の
応
対
に
つ
き
ま
し
て
は
、
つ

ね
に
丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛
け
る
よ

う
に
と
指
導
し
て
い
る
。

　

過
去
に
お
い
て
も
、
半
年
間
を
か
け

て
、
本
庁
職
員
全
員
に
半
日
交
代
で
来

客
の
受
け
付
け
対
応
を
さ
せ
、
ま
た
接

遇
の
専
門
講
師
を
迎
え
て
、
窓
口
対
応

や
電
話
対
応
な
ど
の
職
員
研
修
を
実
施

す
る
な
ど
、
折
に
触
れ
て
職
員
の
資
質

向
上
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
が
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め

て
、
今
後
に
お
い
て
も
、
機
会
を
設
け

て
研
修
を
重
ね
な
が
ら
、
よ
り
良
い
接

遇
を
さ
ら
に
心
掛
け
た
い
と
考
え
て
い

る
。

▲ダムの耐震調査は（魚梁瀬ダム）

安岡　　健　議員

魚梁瀬ダムの安全性は、耐震調査を
県に災害対策を要望する／地域振興課長

役
場
職
員
の
窓
口
対
応
に
つ
い
て

丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛
け
る
／
総
務
課
長
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問　

災
害
時
に
家
族
等
の
支
援
が
受
け

ら
れ
ず
、
ま
た
は
家
族
だ
け
で
の
支
援

が
困
難
で
、
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る

こ
と
や
避
難
先
で
の
生
活
を
続
け
る
こ

と
に
大
き
な
障
害
が
生
じ
、
第
三
者
の

支
援
が
必
要
な
者
に
対
し
、
安
否
確
認

や
避
難
誘
導
等
の
支
援
が
行
え
る
よ
う

要
援
護
者
台
帳
の
整
備
を
行
う
。
こ
れ

は
奈
半
利
町
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
整

備
事
業
実
施
要
項
に
基
づ
い
て
整
備
し

て
い
る
が
、
そ
の
整
備
状
況
を
聞
く
。

答　

竹
崎
住
民
福
祉
課
長

　

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
の
登
録
対
象

者
で
、　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
内
、
要

６５

介
護
、
要
支
援
の
認
定
者
２
８
５
人

と
、
緊
急
時
の
連
絡
先
を
把
握
し
て
い

る
５
９
８
人
を
除
く
６
３
２
人
の
対
象

者
を
登
録
に
必
要
な
情
報
を
把
握
の
た

め
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
調
査
を
実
施
し

た
。進
捗
率
は
全
体
の
対
象
者
で　

・
６

３３

％
と
な
っ
て
い
る
が
、
要
介
護
、
要
支

援
認
定
者
の
実
態
把
握
調
査
は
完
了
し

て
い
る
。
緊
急
時
の
連
絡
先
情
報
の
み

に
限
定
す
る
と
、　

歳
以
上
の
高
齢
者

６５

に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
情
報
を

有
し
て
い
る
。
今
後
、
残
る
高
齢
者
以

外
の
対
象
者
約
３
５
０
人
に
つ
い
て
調

査
を
進
め
、
要
援
護
者
台
帳
の
整
備
を

行
う
。

問　

災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
こ
の
要

援
護
者
台
帳
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る

の
か
。
地
域
防
災
計
画
の
な
か
に
位
置

付
け
が
な
い
が
、
台
帳
の
活
用
に
つ
い

て
問
う
。

答　

竹
崎
住
民
福
祉
課
長

　

要
援
護
者
台
帳
の
避
難
支
援
プ
ラ

ン
・
個
別
計
画
は
、
民
生
・
児
童
委
員
、

自
主
防
災
組
織
、
消
防
団
な
ど
に
よ
る

地
域
に
お
け
る
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
個
別

計
画
に
基
づ
い
た
避
難
体
制
の
整
備
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
取

り
組
め
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
今
後

こ
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
、

情
報
伝
達
体
制
の
整
備
、
情
報
の
共
有

な
ど
、
災
害
要
援
護
者
に
対
す
る
具
体

的
な
支
援
体
制
の
整
備
を
防
災
担
当
課

と
連
携
し
な
が
ら
、
災
害
が
発
生
し
た

時
の
避
難
計
画
を
定
め
る
。

答　

齊
藤
町
長

　

災
害
が
発
生
し
た
時
に
支
援
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
な
ど
に
つ
い
て
は
、
住

民
の
意
識
の
高
揚
、自
助
、共
助
と
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
の
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。今
後
地

域
懇
談
会
や
色
ん
な
機
会
に
お
い
て
、

地
震
や
津
波
な
ど
の
災
害
に
対
す
る
対

応
策
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
こ
の
要

援
護
者
台
帳
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

問　

高
知
県
教
育
振
興
基
本
計
画
重
点

プ
ラ
ン
案
が
示
さ
れ
、
学
力
に
つ
い
て

全
国
水
準
を
目
標
と
し
て
い
た
が
、
小

学
生
は
ほ
ぼ
全
国
水
準
ま
で
改
善
さ
れ

た
と
総
括
し
、
今
後
の
目
標
を
全
国
上

位
と
し
た
。
中
学
生
は
従
来
通
り
全
国

平
均
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
全
国
学
力
、
学
習
状
況
調

査
の
結
果
を
公
表
し
、
当
町
の
学
力
、

学
習
状
況
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
、

学
力
向
上
の
た
め
に
、
地
域
、
保
護
者

の
協
力
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
学
力
向

上
対
策
に
つ
い
て
の
所
見
を
聞
く
。

答　

竹
﨑
教
育
長

　

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結
果
の

公
表
は
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育

局
長
の
通
知
で
、
調
査
の
結
果
は
、
学

校
、
教
育
委
員
会
が
自
ら
の
教
育
及
び

教
育
施
策
の
改
善
や
児
童
、
生
徒
の
全

般
的
な
学
習
状
況
の
改
善
に
活
用
す
る

た
め
の
調
査
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ

公
表
は
考
え
て
い
な
い
。

　

学
力
向
上
対
策
は
、
基
礎
学
力
の
定

着
、
家
庭
学
習
の
定
着
、
保
幼
小
中
の

連
携
の
推
進
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実

の
４
項
目
の
取
り
組
み
を
強
化
さ
せ

る
。
そ
し
て
、
子
ど
も
達
が
や
る
気
、

「
志
」
、
目
標
を
持
て
る
教
育
・
指
導
、

教
員
の
指
導
力
向
上
、
地
域
、
保
護
者

の
協
力
が
大
切
で
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を

意
図
的
、
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
。

前田　勝亀　議員
災害時要援護者台帳の整備状況と
台帳の活用について問う

台帳の整備状況は33.6％の進捗率／住民福祉課長

学
力
向
上
対
策
に
つ
い
て
所
見
を
聞
く

全
国
学
力
、学
習
状
況
調
査
の
結
果
は
公
表
し
な
い
／
教
育
長

▲授業風景（奈半利中学校）
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問　

県
は
２
月　

日
、
２
０
１
２
年
度

１５

の
当
初
予
算
案
を
発
表
し
た
。
南
海
地

震
対
策
で
同
（
１
・
６
倍
）
の
１
６
９
億

円
予
算
を
計
上
、
津
波
対
策
で
は　

億
３２

２
０
０
万
円
を
充
て
る
ほ
か
、
市
町
村

負
担
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
新
交
付
金
制

度
で
地
域
の
津
波
避
難
対
策
を
加
速
す

る
と
、
２
月
定
例
会
に
提
出
し
た
。
津

波
避
難
場
所
（
議
員
視
察
）
現
地
調
査

に
つ
い
て
、
７
カ
所
の
避
難
路
の
場
所

の
整
備
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の

か
前
が
見
え
な
い
。
早
期
に
取
り
組
む

こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
津
波
避
難
場

所
、
避
難
路
に
つ
い
て
（
シ
デ
イ
ノ
岡
、

八
幡
様
山
道
ル
ー
ト
、
八
幡
様
参
道
、

六
本
松
西
、
六
本
松
東
、
加
領
郷
西
、

加
領
郷
小
）
緊
急
に
対
策
を
考
え
て
い

る
か
聞
く
。

答　

久
川
総
務
課
長

　

こ
れ
ら
の
津
波
避
難
場
所
、
避
難
路

に
つ
い
て
は
、
本
年
１
月
に
議
員
と
と

も
に
現
地
調
査
を
実
施
し
た
が
、
こ
の

う
ち
加
領
郷
小
へ
の
避
難
道
に
つ
い
て

は
、
学
校
下
の
民
家
の
空
き
地
か
ら
避

難
で
き
る
よ
う
、
南
側
の
傾
斜
地
対
策

用
の
擁
壁
に
、
避
難
階
段
を
設
置
す
る

よ
う
安
芸
土
木
事
務
所
に
平
成　

年
度

２４

事
業
と
し
て
要
望
調
書
を
あ
げ
て
い

る
。八
幡
様
山
道
ル
ー
ト
、八
幡
様
参

道
、
六
本
松
西
の
各
避
難
路
に
つ
い
て

は
、
設
計
費
及
び
工
事
費
を
平
成　

年
２４

度
の
当
初
予
算
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

　

来
年
度
中
に
は
、
国
に
お
い
て
東
南

海
・
南
海
地
震
に
つ
い
て
の
地
震
規
模

等
の
想
定
が
な
さ
れ
、
県
か
ら
市
町
村

に
対
し
て
津
波
の
高
さ
、
津
波
到
達
時

間
等
が
示
さ
れ
る
。本
町
に
お
い
て
は
、

津
波
避
難
計
画
の
見
直
し
を
急
ぎ
、
そ

の
結
果
を
も
と
に
津
波
避
難
場
所
、
避

難
路
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
た
い
と

考
え
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
補

助
事
業
を
導
入
し
、
事
業
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

各
避
難
場
所
に
備
蓄
庫
の
建
設
、

ま
た
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
、
災
害
時
の

栄
養
を
考
え
た
献
立
を
事
前
に
作
り
、

訓
練
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
ま
た
現
在
の
備
蓄
の
対
策
は
ど
の

よ
う
に
確
保
し
て
い
る
の
か
。

答　

久
川
総
務
課
長

　

災
害
時
備
蓄
品
の
状
況
は
、
市
町
村

で
必
要
と
す
る
目
標
備
蓄
数
量
が
、
平

成　

年
度
に
計
算
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

１８
数
量
に
基
づ
き
優
先
順
位
を
決
め
、
計

画
的
に
備
蓄
を
進
め
て
い
る
。
平
成　
２１

年
度
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
、
現
在
の

備
蓄
品
は
、
毛
布
２
１
０
枚
、
ト
イ
レ

用
仮
設
テ
ン
ト
７
基
、
ア
ル
フ
ァ
米
５

６
０
食
、
敷
フ
ト
ン　

枚
、
保
存
食
調

８０

理
用
飲
料
水
３
２
１
リ
ッ
ト
ル
で
あ

る
。
備
蓄
に
つ
い
て
は
不
十
分
な
状
況

で
あ
り
、
今
後
は
毎
年
予
算
計
上
し
、

計
画
的
に
備
蓄
を
進
め
、
４
年
か
ら
５

年
で
目
標
備
蓄
数
量
の
確
保
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

各
避
難
場
所
へ
の
備
蓄
庫
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
津
波
水
域
外
と
な
る
場
所

で
拠
点
と
な
る
避
難
所
に
備
蓄
を
考
え

て
お
り
、
そ
の
中
で
既
存
の
建
物
等
で

対
応
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
、
災
害
時
の
栄

養
を
考
え
た
献
立
に
つ
い
て
事
前
に
対

策
を
講
じ
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

食
に
つ
い
て
は
、
保
存
食
の
中
に
一
定

量
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
長
期
避
難
に
備
え
、
災
害
時
に
お

け
る
献
立
等
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
の

指
導
の
も
と
調
査
検
討
し
、
自
主
防
災

組
織
と
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
訓
練
が

で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

問　

小
、
中
学
校
に
折
り
畳
み
式
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
幼
稚
園
、
保
育
所
に
防
災
頭

巾
を
備
え
る
考
え
は
。

答　

竹
﨑
教
育
長

　

学
校
及
び
幼
稚
園
、
保
育
所
等
教
育

施
設
の
地
震
、
津
波
対
策
及
び
備
蓄
品

に
つ
い
て
は
、
耐
震
補
強
、
ガ
ラ
ス
飛

散
防
止
対
策
、
一
時
避
難
場
所
と
し
て

の
整
備
、
運
搬
車
の
購
入
な
ど
を
行
っ

た
。ま
た
、
平
成　

年
度
に
お
い
て
、
地

２４

震
対
策
と
し
て
、
各
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
所
の
各
教
室
、
ホ
ー
ル
、
体
育
館

に
地
震
津
波
警
報
機
を
設
置
し
、
ま
た

備
蓄
品
と
し
て
、
各
学
校
に
簡
易
ト
イ

レ
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
、
食
糧
（
ビ
ス
ケ
ッ

ト
、
カ
ン
パ
ン
）
、
水
を
購
入
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。防
災
頭
巾
に
つ
い
て
は
、

幼
稚
園
に　

個
、
保
育
所
に
は　

個
整

７８

２４

備
済
み
で
あ
る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
未
整

備
で
あ
る
が
、
地
震
の
揺
れ
や
避
難
時

の
対
策
と
し
て
必
要
で
あ
る
の
で
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。

中川　和明　議員
避難路の早期整備と備蓄品の確保を

県の補助事業を導入し整備を進める　　　
備蓄品確保は５年後を目標に／総務課長　

子
ど
も
を
守
る
防
災
対
策
を

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
整
備
を
検
討
す
る
／
教
育
長
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問　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
が
れ
き
処

理
は
１
年
を
経
過
し
た
現
在
で
も
、
わ

ず
か
６
・
３
％
（
１
４
２
万
ト
ン
）
し
か

処
理
さ
れ
て
な
く
、
復
興
へ
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
共
同
通
信
社
が

実
施
し
た
全
国
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
、
が
れ
き
受
け
入
れ
に
難
色
を
示

す
自
治
体
が　

％
に
も
及
ぶ
驚
く
べ
き

８６

結
果
が
出
て
い
る
が
、
近
い
将
来
発
生

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
南
海
・
東
南

海
地
震
の
影
響
に
よ

り
、
甚
大
な
被
害
を
免

れ
な
い
と
予
想
さ
れ
る

高
知
県
に
と
っ
て
「
対

岸
の
火
事
」
と
し
て
見

過
ご
さ
ず
、
東
京
都
を

は
じ
め
、
住
民
の
反
対

運
動
の
あ
る
中
、
受
け

入
れ
に
積
極
的
な
自
治

体
も
出
始
め
て
い
る
。

　

当
町
も
こ
れ
ら
の
先

進
事
例
を
見
習
い
、
安

芸
広
域
連
合
や
高
知
県

へ
が
れ
き
受
け
入
れ
の

働
き
か
け
、
提
案
を
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答　

齊
藤
町
長

　

福
島
原
発
事
故
の
放

射
能
問
題
等
一
連
の
疑

念
を
持
つ
中
、
住
民
へ

の
説
得
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
こ
れ

ら
を
払
拭
し
な
い
ま
ま
前
に
進
む
こ
と

は
難
し
く
、
ま
た
、
奈
半
利
町
で
受
け

入
れ
処
分
で
き
な
い
も
の
を
他
の
市
町

村
に
持
ち
込
む
と
い
う
発
言
を
切
り
出

す
の
は
差
し
控
え
る
べ
き
と
考
え
る
。

昨
年
の
震
災
以
降
、
安
芸
広
域
連
合
の

環
境
担
当
課
長
会
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
て
い
る
が
、
安
芸
広
域

メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
の
規
模
で
は
日
常
の

一
般
ゴ
ミ
の
処
理
で
フ
ル
稼
働
し
て
お

り
、
受
け
入
れ
る
余
裕
が
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

な
お
、
災
害
の
復
興
支
援
は
、
が
れ

き
の
処
理
だ
け
で
な
く
、
先
に
支
援
物

資
を
送
っ
た
り
、
保
健
師
の
派
遣
を
し

た
経
過
も
あ
り
、
今
後
も
、
他
の
方
面

で
復
旧
・
復
興
へ
の
手
助
け
を
続
け
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

問　

当
町
の
場
合
、
住
民
福
祉
課
の
窓

口
で
発
行
し
て
い
る
住
民
票
、
印
鑑
証

明
書
、
戸
籍
に
関
す
る
謄
・
抄
本
類
は

３
５
０
円
〜
４
５
０
円
で
推
移
し
て
い

る
が
、
中
芸
地
区
の
他
町
村
と
比
較
す

る
と
、
安
田
町
と
は
全
て
同
額
で
あ
る

が
、
他
の
町
村
に
比
べ　

円
高
と
な
っ

５０

て
い
る
。
こ
の
格
差
は
ど
こ
か
ら
来
た

も
の
か
。
他
町
村
並
み
に
引
き
下
げ
て

も
財
源
的
に
さ
ほ
ど
影
響
は
な
い
と
判

断
す
る
が
、
い
か
が
な
も
の
か
。

答　

久
川
総
務
課
長

　

平
成　

年
に
地
方
分
権
の
推
進
を
図

１１

る
た
め
、
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
が
公
布
さ
れ
、
国
の
機
関
委
任
事

務
と
さ
れ
て
い
る
事
務
に
つ
い
て
も
条

例
を
制
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

ま
た
、
全
国
的
に
統
一
し
て
定
め
る
こ

と
が
特
に
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
に

定
め
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
政
令
に
よ

り
条
例
で
規
定
す
る
手
数
料
の
標
準
事

務
及
び
金
額
の
標
準
を
定
め
る
と
さ
れ

た
。
こ
の
標
準
事
務
に
該
当
す
る
も
の

と
し
て
、
戸
籍
、
除
籍
、
改
正
原
戸
籍

の
謄
・
抄
本
や
狂
犬
病
、
外
国
人
登
録

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
手

数
料
等
を
当
町
も
新
規
に
条
例
化
し
て

い
る
。
中
芸
５
町
村
で
は
、
こ
れ
ら
標

準
事
務
手
数
料
は
そ
れ
ぞ
れ
同
額
で
あ

る
。

　

標
準
事
務
以
外
の
住
民
票
、
印
鑑
証

明
書
等
事
務
の
手
数
料
に
お
い
て
は
、

各
町
村
の
判
断
に
よ
り
決
定
し
て
お

り
、
当
町
に
お
い
て
は
標
準
事
務
手
数

料
の
一
番
低
い
金
額
３
５
０
円
を
基
本

と
し
て
金
額
設
定
し
て
い
る
。
金
額
引

き
下
げ
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
の
条

１２

例
改
正
以
来
、
金
額
改
正
は
実
施
し
て

お
ら
ず
、
現
状
を
維
持
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

竹内　哲夫　議員

がれき受け入れへの参加を
　慎重に対処を／町長

証
明
書
類
の
発
行
手
数
料
の
引
き
下
げ
は

現
状
を
維
持
す
る
／
総
務
課
長

▲処理が進まないがれきの山（宮城県石巻市）
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電子版「電子版「ねんきん定期便ねんきん定期便」が」が
開始されまし開始されました

電子版「ねんきん定期便」が
開始されました

国民年金のお知らせ

■電子版「ねんきん定期便」
　日本年金機構では、すべての年金加入者（約６，６００万人）を対象に、毎年誕生月に「ねんき
ん定期便」を郵送しています。この「ねんきん定期便」が、日本年金機構のインターネットサービ
スである「ねんきんネット」によって確認できるようになりました。

■電子版「ねんきん定期便」のメリット
　年金記録は毎月更新されています。しかし、郵送による「ねんきん定期便」では、年１回のみの通
知であるため、この毎月更新されている年金記録を確認することはできません。電子版「ねんきん
定期便」では、最新の年金記録を２４時間いつでも確認することができます。
　また、郵送による「ねんきん定期便」では、３５歳、４５歳、５８歳の節目の年齢のときに送付され
るもの以外は、直近１年分の年金記録しか記載されていません。電子版「ねんきん定期便」では、
すべての期間の年金記録が確認できます。
　さらに、確認した内容を残しておきたい方は、いつでもダウンロードして手元に保存しておくこ
とができます。

■電子版「ねんきん定期便」を利用するには
　電子版「ねんきん定期便」を利用するためには、日本年金機構のホームページで「ねんきんネッ
ト」の利用登録をして専用のユーザＩＤを入手する必要があります。ユーザＩＤの入手方法は次の
とおりです。
①はじめて利用申し込みをする場合（アクセスキーを持っていない場合）
　登録後、約５日程度でユーザＩＤが手元に郵送されます。
②「年金個人情報提供サービス」（平成２３年２月まで）を利用していたことがある場合
　「年金個人情報提供サービス」は、平成２３年３月からは「ねんきんネット」に統合されていま
す。｢ねんきんネット」のログイン画面に「年金個人情報提供サービス」で使用していたユーザＩＤ
とお客様設定パスワードを入力すると、｢ねんきんネット」用の新たなユーザＩＤが即座に発行さ
れるので、すぐに利用開始できます。お客様設定パスワードはそのまま使用できます。
③はじめて利用申し込みをする場合（アクセスキーを持っている場合）
　アクセスキーを使って申し込むとユーザＩＤをすぐに取得できますので、「ねんきんネット」を
より早く利用開始できます。アクセスキーは平成２３年４月以降に送付された「ねんきん定期
便」に記載されています。

■誕生月にお知らせが届きます
　電子版「ねんきん定期便」を利用すると、誕生月に「ねんきん定期便」や「振込通知書」などの
お知らせが、利用登録しているメールアドレスあてに配信されてきます。

■電子版「ねんきん定期便」の確認
　電子版「ねんきん定期便」には、５０歳以上の人用、５０歳未満の人用、そして年金受給者であ
り現役被保険者の人用の３種類があります。
　電子版「ねんきん定期便」に加入記録の記載もれや記載内容の誤りがないかをよく確認しま
す。記載もれや記載内容の誤りがあった場合には、「年金加入記録 回答票」を印刷し、必要事項
を記入して回答します。
　記載もれや記載内容の誤りがない場合には、「回答票」で回答する必要はありません。

■「ねんきん定期便」の郵送希望登録
　書面による「ねんきん定期便」の郵送に代えて、電子版の｢ねんきん定期便」を利用すること
で、郵送費などのコスト削減や資源の節約につながります。書面による「ねんきん定期便」の郵
送を今後も希望するか否か、ログイン後の画面で希望を登録することができます。
　なお、書面による「ねんきん定期便」の郵送を希望しても、後で変更することもできます。
　また、郵送を「希望しない」と登録した場合でも、３５歳、４５歳、５８歳の節目の年齢には、書
面による｢ねんきん定期便」は郵送されます。
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国際交流員

★

マッキンタイア・　
　　　　　ジャラ

　先日までの肌寒さも消え、だんだんと暖かくなってきました。私にとって
2010 年 7月に高知に来てから2回目の春です。こちらに来てから、「ぬくい」
と「ひやい」という土佐弁をよく習ったものですが、やはりそういう言葉を使
う必要がない、温度がちょうどいい今の時期は一番快適ですね。当投稿を書
いている今、周りでは田植えの準備が始まろうとしているところですが、私は
高知の大地が、田植えを終え、緑いっぱいな生命感溢れる土地へと変わるの
が楽しみです。

　さて、私は主に学校での英語教育を担当させていただいているのに、今ま
で広報で一度もオーストラリアの学校の様子について書いたことがないのが
残念だと思いましたので、今回はオーストラリアの学校と、日本の学校の違い
について書かせていただきたいです。

　まずは制服について、オーストラリアでは小学生のときから毎日制服を着
ることが一般的です。公立の小学生の制服は、大体日本の学校の運動服に似
ていますが、私立の小学校では日本の 1 年生が入学式に着る服に似ている、
小さい背広の制服が一般的です。制服の色が学校によって違い、学校の校庭
に、制服の販売店があるのが一般的です。また、帽子と靴下、ランドセルまで
もが学校の制服の一部で、学校によって違います。児童・生徒が自由に着ら
れるのは下着だけです。

　全く制服を着ない国もあるので、制服についていえばオーストラリアは、日
本とそんなに変わらないと思いますが、それは両方がイギリスの習慣を引き
継いだからかもしれません。日本の学校と大きく違う点といえば、オーストラ
リアの学校では給食というものが存在しません。つまり、毎日がお弁当の日
です。しかし、忙しくて毎日子どもの弁当を作れない親もいますので、校庭内
に、Canteenと呼ばれる、食事の店もあります。Canteenでは、オーストラリ
ア式のミートパイや、ソーセージロールと呼ばれる、ウィーナーをペーストリー
に包んだもの（決して甘くない）の他に、サンドイッチやラープ（柔らかくて平
たいパンで、野菜などを包んだもの）もあります。また、現在では珍しくなって
いるようですが、私が子どもの頃にはお菓子なども売られていたことがあり
ました。

　食事について、もう1つ日本と大きく違う点は、オーストラリアの学校では
児童・生徒が外で食べることです。ほとんどの学校は広い敷地をもち、芝生
がたっぷりあるので、子どもが芝生の上に座って食べるのです。また、食事の
時間と昼休みの時間の区別も存在しなくて、子どもが食べ終わってからすぐ
遊びに行けるのです。雨天の日の対策は学校それぞれですが、一般に学校に
「Covered　Area」（覆われた場所）という、体育館と別に、セメントの上に屋
根を建てた遊び場があるので、子どもがその下で食べて遊びます。

　日本の児童・生徒をびっくりさせるかもしれない、違いの一つはオーストラ
リアの学校に掃除時間というものが存在しません。掃除はすべて業者任せで
す。しかし、子どもが授業中にしゃべったり、いたずらしたりした場合に、罰と
して昼休み中に掃除をさせられることが、毎日の出来事です。

　罰に関していえば、オーストラリアの学校には、停学処分も、退学処分もあ
ります。1 人の児童・生徒が他の児童・生徒の教育を妨げる権利がないとい
う考え方に基づいて、先生の判断で、児童・生徒が教室から一時的に追い出
されることもあります。私が通った中学校・高校では追い出されたら、玄関
に座りながら反省文を書かされます。３回書かされた場合に、放課後に 1 時
間半、沈黙して教室でもう 1 つ別の反省文を書かされます。それをさせられ
た場合、担任の先生が保護者にも連絡します。それから、振る舞いを改善しな
ければ、1週間の停学処分を科せられることもあります。小学校では反省文の
代わりに、Lines（行）と呼ばれた罰がありました。それは児童に「二度と…をし
ません」などといったことを、何回（何行）も書かせる罰です。

　まだまだ書ききれないほどの違いがありますが、私は日本の学校に入って
働くことによって知ったのが、違いより似ているところが多いことです。それ
は、環境が違っても人間が一緒だからです。静かな子ども、静かになれない子
ども、陽気な子ども、学力抜群な子ども、運動能力抜群な子ども、それぞれの
能力を持った子どもがいて、個人の環境や境遇、習慣に違いがあっても、他の
生徒と接することで、その違いが埋まり、足りないところを補い合いながら成
長していく点については、どの学校でも同じように感じます。

オーストラリアと
日本の学校の違い
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　後期高齢者医療制度の保険料率は２年ごとに改定されます。
　利用者負担を除いた後期高齢者の医療費の支払いなどに必要な費用（保険給付費）は、約５割を国・
県・市町村の公費が、約４割を現役世代の方が加入する医療保険からの支援金が負担しており、被保
険者の皆様方が負担する保険料は、全体の約１割となっております。
　保険給付費は今後２年間についても増加すると見込まれるため、様々な保険料率の上昇抑制策を
行いましたが、皆様方にご負担いただく保険料率の引き上げをお願いせざるを得なくなりました。
　被保険者の皆様方が安心して医療のサービスを受けられるために、この保険料率の引き上げにつ
いて、何とぞご理解をいただきますようお願いいたします。

後期高齢者医療制度の後期高齢者医療制度の
平成24・25年度の保険料率が決まりました平成24・25年度の保険料率が決まりました

後期高齢者医療制度の後期高齢者医療制度の
平成24・25年度の保険料率が決まりました平成24・25年度の保険料率が決まりました

後期高齢者医療制度の
平成24・25年度の保険料率が決まりました

●問い合わせ先　　高知県後期高齢者医療広域連合　TEL  ０８８－821－4526

保険料の計算方法
　保険料は一律に負担していただく「被保険者均等割額」と所得に応じて負担していただく「所得割額」を
合計して被保険者個人ごとに算出します。

保険料の軽減
　　　所得の少ない方の保険料については、次のような軽減措置があります。

被保険者均等割額　　５１，７９３円　　 所得割率　　１０．３５％

○賦課基準額とは、総所得金額（公的年金等控除や給与所得控除、事業所得の経費を控除した額）、
山林所得金額、土地等の譲渡にかかる所得等から基礎控除額（３３万円）を引いた所得金額です。

○１人あたりの年間保険料の上限は５５万円です。

○【被保険者均等割額の軽減】
　・世帯主及び被保険者の総所得金額等の合計額（※）の状況により軽減の判定をします。

○【所得割額の軽減】
　・被保険者本人の総所得金額等の状況により軽減の判定をします。

○【被用者保険の被扶養者であった方の軽減】
　・後期高齢者医療に加入する前日に被用者保険（協会けんぽ・共済組合・船員保険など）の被扶養者
（扶養家族）であった方は、被保険者均等割額が９割軽減され、所得割額は賦課されません。

※公的年金収入の場合、年金収入額から公的年金等控除額に15万円を加算した額を差し引いた後の
額で軽減の判定をします。

＝ 　　　　　　　　　                   　＋１人あたりの
年間保険料

1人あたり定額の保険料
（被保険者均等割額）

５１，７９３円

所得に応じた保険料
（所得割額）

賦課基準額×10.35％

（注）同一世帯の中で、被保険者や世帯主の前年中の所得が決定できていない方がいる場合、
保険料軽減判定ができませんので、所得申告をお願いします。

被保険者の皆様方のご理解をお願いします。

軽減の
割合

軽減後の
均等割額 同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額等の合計額

９割 5,179円 ３３万円以下
被保険者全員が年金収入80万円以下（その他各種所得なし）の場合

８.５割 7,768円 ３３万円以下
５割 25,896円 ３３万円＋（24.5万円×世帯主以外の被保険者数）以下

２割 41,434円 ３３万円＋（３５万円×世帯の被保険者数）以下

被保険者の所得

５割
（所得割額の1/2相当）

保険料の賦課のもととなる所得金額（総所得金額等から33万円を引いた
額）が58万円以下　　※年金収入のみの場合は収入額が211万円以下

軽減の割合
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●問い合わせ先　　奈半利町役場　地域振興課：西野　　TEL　３８－8182

空き家等はありませんか？空き家等はありませんか？空き家等はありませんか？

第５5回 金婚夫婦祝福式典のご案内第５5回 金婚夫婦祝福式典のご案内第５5回 金婚夫婦祝福式典のご案内

資　　格
　昭和３７年１月１日から同年12月31日までに婚姻
届を出している高知県在住のご夫婦（それ以前の
届け出でも初めて申し込む方は可）。
※事情により婚姻届け出が遅れた方は係にご相談
ください。（TEL　088－825－4328）

申込方法
　ご夫婦の戸籍抄本（婚姻届の年月日・生年月日
の記入のあるもの、謄本でも可）と便箋に①氏名

（ふりがな）、②年齢、③職業、④郵便番号、⑤住所、
⑥電話番号、⑦結婚記念日を明記し、

　　〒780－8666（住所不要）
　　㈱高知新聞企業　事業企画部「金婚式」係あ
　　てに郵送またはご持参ください。

申込期限　　６月２５日（月）まで（必着）
式典日時　　９月１日（土）　午後２時開始
会　　場　　安芸市「ホテルタマイ」

●問い合わせ先　　㈱高知新聞企業　事業局　　TEL　０８８－８２５－４３２８

　今年も９月１日の佳日に高知新聞社、ＲＫＣ高知放送、高知新聞社会福祉事業団の
主催による、「金婚夫婦祝福式典」を下記要領により実施することになりました。
　対象となられるご夫婦にご参加いただきたく、ご案内申し上げます。

　現在、奈半利町では、当町に移住を考えている
方を対象に移住の体験施設である「奈半利町移住
体験モニターハウス」を運営しています。モニター
ハウスを利用され、「奈半利町に住みたい！空き家
はないの？」といった連絡も多々あります。しかし、
そういった方々に対し、空き家の情報がない状態
です。
　奈半利町は「あったか高知暮らし住宅支援システ

ム」というシステムに参加しており、貸し主と借り
主との間で起こりうるトラブルを未然に防ぐことが
できますので、安心して空き家等を賃貸することが
できます。
　奈半利町の人口の増加
を図るため、ご質問や空
き家等がありましたら、ご
連絡ください。

【問い合わせ先】
　高知県庁　産業振興推進部　計画推進課
　　　　住所　〒780-8570　高知市丸ノ内1丁目2番20号　　電話：088-823-9334
　　　　計画推進課ホームページ　http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/120801/

飛躍への挑戦 !産業振興計画　高知県からのお知らせ

『第２期高知県産業振興計画』がスタートしました。
　『地産外商が進み、地域地域で若者が誇りと志をもって働ける高知県』の実現を目指し、　官民協働
で取り組みを進めます。皆様の積極的なご参画とご協力をよろしくお願いします。

♪第２期計画は、県のホームページまたはパンフレット（６月上旬発行予定）をご覧ください♪

土佐の産業おこし参加プラン　募集中！（６月２９日まで）

　高知県の経済をみんなで元気にする「志」のあるプラン
をお寄せください。応募いただいたプランは、ご希望に応
じて県のホームページで公表させていただくとともに、県
の関係部署及び（公財）高知県産業振興センターが情報
を共有し、県の各種支援策をご紹介させていただきます。

○応募できる方
県内の民間事業者
○募集するプラン
新たな事業展開に挑戦する事業者の取り組み
○応募いただいたプランの取り扱い
・県のホームページ等を通じたプランの公表
・各プランに応じた県の各種支援策の紹介

※詳細については、県計画推進課ホームページでご確認ください。

高知県
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来春、大学・高校・専門学校を卒業の皆様へ

詳しくは自衛隊高知地方協力本部  安芸地域事務所までご連絡ください。
安芸市本町3丁目11‐5（Smile Aki前2F）　　電話　0887－35－2749

URL　　　http://www.mod.go.jp/pco/kochi/　 　　　
携帯サイト  http://www.mod.go.jp/pco/kochi/itop.htm

職域多彩、君の能力を眠らせない。

平成24年度平成24年度『自衛官募集』『自衛官募集』案内案内平成24年度『自衛官募集』案内

高卒（見込含）21歳未満の者

18歳以上 27歳未満の者

高卒（見込含 )21 歳未満の者

高卒（見込含）24歳未満の者（男子も可）
男子で中卒（見込含）１７歳未満の成
績優秀かつ生徒会活動に顕著な成
績を納め学校長が推薦できる者　
男子で中卒（見込含）１７歳未満の者

8月1日～9月7日
8月1日～9月7日
年間を通じて行っております。
8月1日～9月7日
9月3日～9月5日
9月3日～9月5日
9月3日～10月1日
25年1月23日～2月1日
9月3日～10月1日
9月3日～10月1日

11月1日～12月7日

11月1日～25年1月7日

航　空　学　生
一般曹候補生

男子
女子
推薦

総合選抜
一般前期
一般後期

推薦

一般

自衛官候補生

防衛大学校

防衛医科大学校
看　護　学　生

高等工科学校
生徒

募　集　種　目 受　付　期　間 試　験　日資　　格
１次　9月22日(土)
１次　９月17日(月)
受付時にお知らせいたします。
 9月24日(月)
 9月29日(土)･30日(日)
１次　9月29日(土)
１次　11月10日(土)･11日(日)
１次　25年3月2日(土)
１次　10月27日(土)・28日(日)
１次　10月20日(土)
25年1月12日(土)～
　　          1月14日(月)
※いずれか一日を指定されます。
１次　25年1月19日（土）

６月は高知県の「男女共同参画推進月間」６月は高知県の「男女共同参画推進月間」６月は高知県の「男女共同参画推進月間」

家庭では
◎最近は、結婚後や出産後も仕事を続ける女性が
増えています。

　でも、いまだに家事、育児、介護など家庭のこ
とは女性の仕事と考えている人はいませんか。
家庭の仕事を家族みんなで協力して支え合って
いきましょう。

◎家や車の購入、子育てのことなど、重要なこと
を決めるときは、パートナーと話し合ってお互い
の意見を聞きましょう。

職場では
◎企画会議など意思決定の場に男女が対等に参画
し、個性と能力を生かせる職場づくりをしていく
ことです。
◎最近は、子育てを楽しみたいと願う男性も増え
ています。男性も女性も、仕事と子育てがバラ
ンスよく行える職場環境を整えることです。

地域では
◎町内会など、地域で重要なことを決める場に、
男女がともに参画し、地域活動に多様な意見を
反映させることです。

　　　　●問い合わせ先　　高知県県民生活・男女共同参画課　　　　☎８２３－９６５１

　　　　　　　　　　　　　こうち男女共同参画センター・ソーレ　　☎８７３－９１００

「高知県男女共同参画社会づくり条例」で６月は「男女共同参画推進月間」と定めています。

　男女共同参画というと、なんだかとても難しいことのように思っていませんか？
　男女共同参画とは、「男だから」「女だから」という固定的な考え方にとらわれないで、男女がお互いに
社会の対等なパートナーとして認め合う意識を持ち、自分の意思と責任で自由に生き方を選択できる社会
を目指すことです。
　例えば、こんなことが男女共同参画を進めることになります。
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○今年もまもなく、梅雨入り・前線の通過・台風を迎える時期となり、奈半利川上流では集中
豪雨が頻繁に発生します。

○水量の増加に伴って、上流の魚梁瀬ダム・久木ダム・平鍋ダムには大量の水が流れ込み、溜
めきれない水はダムから放流することがあります。

○ダムから放流する時は、スピーカーで放送したのちサイレンを２回鳴らします。また、放流
中は回転灯が回り電光板で表示しますので、川に入られる方は十分ご注意ください。

○発電使用水量などのお問い合わせは「電源開発テレホンサービス」をご利用ください。
　（TEL0887－38－2525）

ダム放流にご注意！

　 お問い合わせ先 電源開発株式会社　高知電力所　TEL 0887－38－4003

吹　鳴（６０秒） 休止（3０秒） 吹　鳴（６０秒）サイレンの

　吹　鳴
サイレンの

　吹　鳴

フリーダイヤルを開設しました（　　０１２０－７８０３２８）
ナハリノミズハ？
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こんに
ちは

２４年度の活動計画
●食育事業
　奈半利保育所・幼稚園
　奈半利小学校・加領郷小学校・奈半利中学校

●生活習慣病予防事業
　健康ウォークなはり　メタボ予防試食コーナー
　生活習慣病予防教室
　野菜１日３５０ｇ摂取・減塩キャンペーン

●高齢者の健康・食生活
　シルバー料理教室
　低栄養予防教室
　ミニデイサービス

奈半利町食生活改善推進協議会の活動についてご紹介します。

食生活改善推進員（ヘルスメイト）とは

　「私達の健康は私達の手で」をスローガンに地域の中で食生活改善をとおして、心ふれあう住
みよいまちづくりを目指して、住民の健康づくりのためにボランティア活動を行っています。

　「シルバー料理教室」や「ミニデイサービス」で高齢者の食生活支援を行い、時代のニーズに合わせた
ヘルスメイトの活動も広がっています。

「高齢社会」ニーズに応える

　楽しく料理をしながら、栄養のバランスのとれた食事の大切さ
を学ぶ料理教室は、親子を対象としたものから始まりましたが、近
年では小・中学校に社会人講師として招かれて「自分の食事くらい
は自分で作れるようになりたい」という子ども達に、わが町の郷土
料理や１人でも作れる簡単料理の伝達を行っています。

料理を通じて「食生活」の大切さを伝える

　地域住民のよい食習慣づくりや運動など健康づくりの
ための身近な活動をすすめています。

様々な活動で「健康づくり」を支援

　ヘルスメイトの募集もしています。
　私達といっしょに活動をしてみませんか。
　食に関心のある方、自分自身が健康になって
皆に広めてみませんか！！
　詳しくは、保健センターまでお問い合わせく
ださい。

緯 ３８－３４５１

　その他にも健康づく
りのために、いろんな活
動を行っています。



　4月22日（日）小雨の降る中、おさかな祭りが開催され、オープニングセレモニーで吹奏楽部が演奏
しました。
　新1年生が入部し、初めての演奏となりましたが、現役高校生、一般の吹奏楽部ＯＢ等に駆けつけて
いただき、堂々たる演奏を行うことができました。

　中学3年生20名の生徒が、4月19日（木）、20日（金）の2日間にかけて、職場体験を行いました。
　パンセ・ヘルシーケアなはり・ホテルなはり・中芸消防署・トンノ等、計16カ所の職場に分かれ、働く
ことの大変さや意義を学びました。お世話になった各職場の方々、本当にありがとうございました。

　4月19日（木）～22日（日）の3泊4日、沖縄へ修
学旅行に行ってきました。平和学習をはじめ、ガマ体
験、文化体験、マリン体験、世界遺産見学など、さま
ざまなことを学び、体験をしました。

中学3年生　職場体験中学3年生　職場体験

中学2年生　修学旅行中学2年生　修学旅行

吹奏楽部　おさかな祭り　オープニング出演吹奏楽部　おさかな祭り　オープニング出演

4
19

THU

4
22

SUN

4
19

THU

4
20

FRI

4
22

SUN
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